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◆
今
月
号
で
広
報
し
ば
や
ま
は
５
０
０
号

を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
改
め

て
過
去
の
広
報
を
見
て
み
る
と
、
歴
代
の
広

報
担
当
者
が
「
ど
の
よ
う
に
情
報
を
伝
え
る

か
」
悩
み
格
闘
し
た
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
広
報
を
目
指
し
、
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
◆
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
前
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
と
お
り

「
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
い
う
も
の
が

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
広
報
担
当

者
に
な
っ
て
か
ら
毎
年
、
県
予
選
に
出
品
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
入
選
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
全
国
入
賞
し
た
作
品
は
確
か
に
素
晴
ら

し
い
出
来
で
、
見
て
い
る
と
落
ち
込
む
こ
と

も
…
。
今
年
こ
そ
は
入
選
で
き
る
広
報
を
作

成
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
！
　
　（
Ｙ
）

◆
毎
回
広
報
を
制
作
す
る
う
え
で
、
一
番
悩

ん
で
い
た
の
が
こ
の
「
あ
と
が
き
」
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
何
を
書
く
べ
き
か
、
答
え
が
な

い
こ
の
ス
ペ
ー
ス
。
過
去
を
振
り
返
る
と
、

取
材
の
感
想
や
日
常
の
出
来
事
な
ど
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が

よ
み
が
え
り
ま
す
。
◆
カ
メ
ラ
を
持
ち
、
腕

章
を
着
け
て
取
材
に
行
く
と
、「
広
報
の
人

で
す
ね
」
な
ど
と
気
軽
に
声
を
掛
け
て
い
た

き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
な
く
し
て
取
材
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
◆
今
回
で
記
念
す
べ
き
５
０
０

号
。
こ
の
号
を
も
っ
て
、
他
部
署
へ
異
動
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
３
年
間
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
も

陰
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
Ｉ
）

活動メモ

対象者 /�芝山町在住で白桝粉屋お

どりに興味のある方

           （楽器も含みます）

活動日 / 原則毎月第 1 土曜日

　　　　午後 8 時から

活動場所 / 白桝公民館

連絡先 / 吉河　一男

　　　　☎ 090-8004-0374
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　皆さんは「白桝粉屋おどり」をご存知ですか？
　江戸時代、飯高檀林（現匝瑳市飯高寺）へ修
行に来た僧が、白桝村の粉屋という茶店にいた
娘のことを歌にし、全国に広まりました。現在
でも日本各地で伝承されているこの歌の原型が
白桝粉屋おどりです。
　現在は会員 14 名で活動しています。平成 10
年には NHK「それいけ！民謡うた祭り」に出演、
平成 11 年には「日本の残したい民謡 10 選」に
選ばれております。毎年、町の芸能発表会とは
にわ祭で披露しているほか、成田市で開催され
る伝統芸能の全国大会など近隣市町の芸能大会
にも呼ばれて出演しています。
　この芸能は、千葉県指定無形民俗文化財に指
定されており、CD と DVD も発売されていま
す。芝山町在住で踊りや楽器の好きな方、ぜひ
私たちと一緒に次の代に伝統を伝えていきま
しょう。「成田伝統芸能まつり」での上演の様子（平成27年11月7日）



Photo/芝山小学校卒業式（３月18日）
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C O N T E N T S

卯  月

March.2016
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歳時記

◎もくじ

3……議会
4……芝山ビジョン 2016

13…… 町からのお知らせ
 　　　　◦年金・人間ドック・宝くじ
 　　　　◦耐震改修補助・マイナンバー
 　　　　◦介護予防教室・はりきゅう
　　　　　・狂犬病予防注射

 　　　　◦経営所得安定対策
　　　　　・太陽光発電設置補助

 　　　　◦たけのこ出荷
 　　　　◦税制改正 
 　　　　◦公民館講座
 　　　　◦保健事業
 　　　　◦子育て
 　　　　◦給食費・しばっこくんが行く！
25……Pick up
26……卒業式
28……しばやま FOCUS
30……暮らしの情報
34……500 号記念
36……Ｉ♥クラブ　vol.19

 4月 7日㈭ 中学校入学式
　　 8日㈮  小学校入学式
　　10日㈰ 芝山観光竹の子園開園
　　　　　（5月5日まで）
　　　　　　　080-6855-6362
 　　24日㈰ 第55回町民野球大会　初日

今月の納期

固定資産税　　　１期
※5月2日㈪までに納付しましょう
　納税は便利な口座振替で！
　口座振替の方は、残高の確認をお願い
　します

問

芝
山
町
を

　
　
　
花
巡
り



3 2016. ４月号

議長　戸
と い

井 沢
ま す お

夫
（新井田／現3）

①徳川　家康
② 「人の一生は重荷を負う

て遠き道を行くがごと
し」が信念です。

副議長　岩
い わ さ わ

澤 達
た つ や

弥
（谷平野／現2）

①岩澤　弥（父）
② 人生の岐路において、常

に影響を受けました。

坂
さ か い

井 慶
け い こ

子
（はにわ台南／新）

①オードリー・ヘプバーン
② 虚構と現実の2つの世界

を美しく生きた人だから
です。

實
じ つ か わ

川 嘉
か い ち

一
（山田／新）

①家族
② 身近な人生の規範。身近

な人々は先輩、同僚であ
り、教師です。

麻
あ そ う

生 孝
た か ゆ き

之
（小池9／現2）

①丹羽宇一郎
② 業績悪化していた会社を

回復させた手腕と人間性
を尊敬します。

伊
い と う

藤 　榮
さかえ

（芝山台／現2）
① 長嶋　茂雄
② 少年時代、そして現在も

目標に向かって努力する
姿に感動します。

伊
い は し

橋 寿
ひ さ お

夫
（宝馬／現3）

①髙根　宏（髙根病院理事長）
② 医療・福祉分野において

大変素晴らしい実績を残
しています。

小
こ じ ま

嶋 秀
ひ で き

樹
（白桝／現3）

①相田みつを
② 素朴な詩の中にある強さ

を自分の信条にしたいと
思っています。

石
い し だ

田 謙
け ん い ち

一
（小池5／現4）

①上杉　鷹山
② なせばなる、努力をすれ

ば必ず実ると教えてくれ
ました。

内
う ち だ

田 白
さ た み

民
（岩山／現4）

①内田江美子（妻）
② 妻の理解と協力の下、今

の自分があります。

平
ひ ら や ま

山 　弘
ひろし

（中谷津／現5）
①伊能　忠敬
② 史上初めて国土の正確な

姿を明らかにしたからで
す。

川
か わ ぐ ち

口　幸
ゆ き お

雄
（下吹入／現5）

①吉田　松陰
② 日本を憂い、未来を築い

た幕末のリーダーだから
です。

芝山町議会、新体制でスタート
　２月14日、任期満了に伴う「芝山町議会議員一般選挙」が町内７カ所の投票所で

行われ、12人の新しい議員が決定しました。議会人事と併せ、選出された議員の皆

さんをご紹介します。（議長、副議長、以下議席順／敬称略）
氏　　名

（行政区／当選回数）

①一番触発された人物
②その理由
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国
勢
調
査

　
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
速
報
値
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
都
市

部
を
除
い
て
、
人
口
減
少
、
過
疎
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
千
葉
県
に
お
い
て
も
、
東

葛
地
域
は
人
口
増
で
す
が
、
そ
れ
以

外
の
市
町
村
は
人
口
が
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。
成
田
空
港
周
辺
で
は
、

成
田
市
が
若
干
増
加
し
、
そ
れ
以
外

の
市
町
村
は
減
少
と
い
う
結
果
で
す
。

も
ち
ろ
ん
芝
山
町
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
行
政
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

成
田
空
港
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

や
都
市
づ
く
り
を
本
格
化
さ
せ
、
さ

ら
な
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
総
合
戦
略

　
町
は
、
国
が
示
す
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
き
、
町
民
の
方
々
な
ど
と
一
緒
に

「
芝
山
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
芝
山

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
か
ら
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
仕
事
の

創
生
、
人
の
創
生
を
行
い
、
町
の
創

生
を
実
現
す
る
た
め
の
第
1
歩
で
す
。

そ
し
て
こ
の
1
歩
か
ら
人
口
減
少
を

克
服
し
、
若
い
世
代
が
地
域
の
中
で

安
全
・
安
心
で
豊
か
な
生
活
を
将
来

に
わ
た
っ
て
送
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
、
一
層
の
力
を
注
い
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
農
業
・
空
港
・
観
光
の「
３
本
の
矢
」

①
農
業

　
芝
山
町
は
古
く
よ
り
、
農
業
を
基

幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
町
で

す
。
水
田
と
畑
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

米
づ
く
り
と
関
東
ロ
ー
ム
層
の
肥
沃

な
大
地
で
の
畑
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
戦
後
初
の
農
業

政
策
の
大
改
革
が
４
月
１
日
よ
り
始

施政方針

予算概要

基本計画

３月議会

平成28年度

施政方針

芝山町
　未来への指針

　３月議会定例会の開会初日。冒
頭のあいさつに立った相川町長
は、平成28年度に向けた所信を
表明した。

相川 勝重芝山町長

SHIBAYAMA vision 2016

（3月21日　鹿児島県奄美大島にて撮影）



5 2016. ４月号

ま
り
ま
す
。
具
体
的
に
申
し
上
げ
る

と
、
一
つ
目
は
農
業
協
同
組
合
法
の

改
正
、
二
つ
目
は
農
業
委
員
会
制
度

の
改
革
、
三
つ
目
は
農
地
法
の
改
正

で
す
。
こ
の
大
改
革
に
よ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
が
ど
こ
へ
向
か
っ
て

い
く
の
か
、
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
空
港
　

　
成
田
空
港
建
設
が
昭
和
41
年
に
閣

議
決
定
さ
れ
て
か
ら
、
50
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
は

ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
成
田
空
港
は
昭
和
53
年
の
開

港
以
来
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。

　
空
港
の
持
つ
デ
メ
リ
ッ
ト
を
克
服

す
る
た
め
、
私
た
ち
は
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
対
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
騒
音
下
に
暮
ら

す
住
民
の
方
々
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
と
言
え
ま
す
。

　
現
在
、
国
や
Ｎ
Ａ
Ａ
か
ら
は
「
成

田
空
港
第
３
滑
走
路
」「
平
行
滑
走
路

の
北
伸
」「
飛
行
制
限
時
間
の
緩
和
」

の
３
点
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
成
田
空
港
の
安
定
運
用
と
騒
音
下

対
策
の
画
期
的
な
充
実
の
た
め
に
も
、

空
港
周
辺
の
公
平
な
発
展
、
固
定

資
産
税
の
さ
ら
な
る
補
助
、
一
層
の

移
転
対
策
、
空
調
維
持
の
た
め
の
さ

ら
な
る
補
助
、
新
た
な
財
源
の
確
保

な
ど
、
具
体
的
な
対
策
が
必
要
不
可

欠
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
空
港

と
地
域
が
共
に
発
展
す
る
た
め
に
も
、

地
域
が
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
を
整

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、

近
々
に
成
田
空
港
圏
自
治
体
連
絡
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
第
42
回
成
田
空

港
騒
音
対
策
委
員
会
、
第
３
回
四
者

協
議
会
を
開
催
し
、
そ
の
結
果
を
地

域
の
皆
さ
ん
へ
具
体
的
に
お
示
し
す

る
こ
と
に
な
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

③
観
光

　
国
は
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
増

加
を
、
21
世
紀
の
日
本
の
成
長
戦
略

の
柱
と
し
ま
し
た
。
平
成
15
年
に
外

国
人
旅
行
者
の
訪
日
促
進
運
動
「
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
開
始
さ
れ
た
と
き
、
訪
日
客
は

５
２
０
万
人
で
し
た
。
そ
れ
が
10
年

後
の
平
成
26
年
に
は
１
，
３
４
１
万

人
を
数
え
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
は

１
，
９
０
３
万
人
に
達
し
、
今
年
は

２
，
０
０
０
万
人
に
達
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
良
さ
が
世

界
に
認
知
さ
れ
、
こ
の
数
は
ま
す
ま

す
増
え
続
け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
芝
山
町
に
は
、
歴
史
あ
る
芝
山

仁
王
尊
や
殿
塚
・
姫
塚
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
空
港
周
辺
に
は
航
空
科
学
博
物

館
や
空
の
駅
、
ひ
こ
う
き
の
丘
な
ど

を
総
称
し
た
ス
カ
イ
パ
ー
ク
し
ば
や

ま
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
世
界
の

人
々
に
紹
介
し
、本
町
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
少
子
・
高
齢
化
の
課
題

　
芝
山
町
で
は
少
子
高
齢
化
が
極
め

て
健
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、共
に
支
え
あ
う
「
福
祉
社
会
」

の
実
現
は
大
変
重
要
だ
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
福
祉
と
は
、
全
て
の
人

が
常
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営

む
権
利
で
あ
り
、
社
会
全
体
で
そ
れ

を
保
障
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
豊

か
な
社
会
づ
く
り
の
基
礎
で
も
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
私
は
、
福
祉
と
い
う
言
葉

の
意
味
を
、
も
う
少
し
シ
ン
プ
ル
に

「
生
き
が
い
」
と
訳
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
金
や
物
も
必
要
不
可
欠
で

す
が
、
一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
感

じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
本

当
の
幸
せ
だ
と
考
え
ま
す
。
生
き
が

い
と
は
、
自
分
以
外
の
誰
か
が
、
そ

し
て
世
の
中
が
自
分
を
必
要
と
し
て

い
る
と
感
じ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て

お
年
寄
り
も
若
い
人
も
、
皆
が
「
共

に
生
き
て
い
る
」
と
い
う
実
感
を
持

つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
生
き
が
い

を
見
つ
け
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
日
の
日
本
は
世
界
で
も
稀
な
長

寿
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
元
気

な
お
年
寄
り
は
知
恵
袋
で
あ
り
、
経

験
と
い
う
素
晴
ら
し
い
中
身
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
の
財

産
で
あ
り
、
地
域
の
宝
で
す
。
反
面
、

少
子
化
は
大
き
な
課
題
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

町
の
勢
い
や
経
済
、
町
づ
く
り
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
少
子
化
を

食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
や
す
い
環
境
の
整
備
は

不
可
欠
で
す
。

　
具
体
的
施
策
と
し
て
、
子
ど
も
医

療
費
の
一
部
無
料
化
、
出
産
祝
金
制

度
、
三
世
代
同
居
等
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
学
童
保
育
の
時

間
延
長
な
ど
も
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
給
食
費
第
１
子
半

額
に
つ
い
て
も
当
初
予
算
で
お
願
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
子
育
て
中
の
家
庭
を
し
っ
か
り

と
支
え
、
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
全
て
の
人
が
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
社
会
、

皆
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
て
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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　平成28年度は、「第４次芝山
町総合計画　中期基本計画」の
最終年度となることから、中期
基本計画（行動計画）の着実な
推進が求められる。基本理念で
ある「自立と連携」、町の将来
像である「活力ある緑の大地と
空がふれあうまち・芝山」との
整合性に留意し、より効果的で
効率的な事業選択に努める。

①
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
三
世
代
同
居
等
支
援
助
成
金

②
空
港
関
連
産
業
の
振
興

　
工
業
団
地
関
連
用
地
草
刈
等
管
理

③
活
気
あ
る
商
工
業
の
振
興

　
各
工
業
団
地（
芝
山
・
第
二
・
空
南
）

へ
の
協
議
会
運
営
費
補
助
金
、
芝
山

町
商
工
会
補
助
金

④
立
地
を
活
か
し
た
農
林
業
の
振
興

　
青
年
就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）、

機
構
集
積
協
力
金（
経
営
転
換
協
力

金
）、
転
作
達
成
報
償
金
、
観
光
竹

の
子
園
補
助
金

⑤�

地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
交
流

型
観
光
の
展
開

　（
一
財
）
航
空
科
学
博
物
館
出
損

金
、
芝
山
町
農
産
物
直
売
所
管
理
委

託
、成
田
エ
ア
ポ
ー
ト
ツ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
負
担
金
、
は
に
わ
祭
補
助
金
、
観

光
協
会
補
助
金
、
ひ
こ
う
き
の
丘
整

備
事
業
、
観
光
案
内
看
板
設
置
事
業

⑥�

交
流
連
携
を
支
え
る
交
通
・
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
町
民
バ
ス
運
行
委
託
、
デ
マ
ン
ド

交
通
業
務
委
託
、
芝
山
鉄
道
利
用
者

駐
車
場
管
理
運
営
協
議
会
負
担
金
、

芝
山
鉄
道
延
伸
連
絡
協
議
会（
バ
ス
）

負
担
金
、
芝
山
鉄
道
助
成
金
、
道
路

新
設
改
良
費
、
用
地
測
量
及
び
道
路

詳
細
設
計
、
Ｆ
Ｗ
Ｄ
対
象
路
線
舗
装

調
査
・
修
繕
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
・
設
計
業
務
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
業
務
委
託

①
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　
地
籍
調
査
事
業
総
額
、
芝
山
工
業

団
地
ほ
か
地
区
公
園
管
理
委
託
、
芝

山
公
園
管
理
委
託
、
芝
山
公
園
等
改

修
工
事

②
良
好
な
地
域
環
境
の
保
全

　
航
空
機
騒
音
対
策
環
境
整
備
補
助

金
、空
調
施
設
等
維
持
費
補
助
金（
一

般
）、
空
調
機
器
維
持
費
等
補
助
金

（
幼
稚
園
・
病
院
・
医
院
）、
固
定
資

産
税
補
助
（
騒
音
地
域
土
地
及
び
住

宅
）、
住
宅
防
音
工
事
等
補
助
関
係
、

地
下
水
・
河
川
・
残
土
溶
出
の
検
査
、

浄
水
器
設
置
及
び
家
庭
用
井
戸
水
質

検
査
助
成
金
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
備
導
入
補
助
金
、
木
造
住
宅
耐
震

診
断
・
改
修
補
助

③
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

　
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
及
び

維
持
管
理
補
助
金
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
、
山
武
郡

市
環
境
衛
生
組
合
負
担
金

④
安
全
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

Frame 1

臨
空
の
ま
ち
づ
く
り

Frame 2

快
適
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
編

❖

基
本
計
画行政戦略



7 2016. ４月号

47億4千4百万円 45億6千6百万円

平成25年度

4,566
百万円

平成26年度

45億7千万円

平成24年度

4,744
百万円

4,570
百万円

3.8％

－3.8％

47億6千5百万円

4,765
百万円

平成27年度

4.4％ 0.4％
－9.0％

前年度当初比（増減率）

一般会計当初予算の推移

47億8千3百万円

4,783
百万円

平成28年度

　
常
備
消
防
費
負
担
金
、
消
防
団
中

型
自
動
車
運
転
資
格
取
得
促
進
事
業

助
成
金
、
消
防
団
出
動
手
当
、
役
場

庁
舎
非
常
用
電
源
設
備
設
置
事
業

⑤
安
心
な
地
域
づ
く
り

　
道
路
反
射
鏡
設
置
等
工
事
、
防
犯

灯
設
置
工
事
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工

事
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
購
入

①�

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り

　
出
産
祝
金
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
委
託
、
子
ど
も
医
療
給
付
事

業
、
保
育
所
給
食
供
給
業
務
委
託

②�

高
齢
者
の
笑
顔
と
生
き
が
い
づ
く
り

　
敬
老
会
事
業
委
託
、
老
人
ク
ラ
ブ

補
助
金

③�

地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
と
障
が
い
者

の
自
立
支
援

　
芝
山
町
福
祉
作
業
所
管
理
委
託
、

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託

④
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

　
各
種
検
診
・
健
康
診
査
事
業
、
個

別
接
種
事
業
（
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
等
）
委
託
、
国
保
多
古
中
央
病

院
補
助
金
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

⑤
経
済
的
な
安
心
の
確
保

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
、

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

①
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
向
上

　
芝
山
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
修
事

業
、
芝
山
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
修

事
業
、
中
学
校
校
外
学
習
事
業
補
助

金
、
給
食
セ
ン
タ
ー
床
面
等
改
修
事
業

②
生
涯
を
通
じ
た
学
習
活
動
の
推
進

　
中
央
公
民
館
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

③
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　
芝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
、

芝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改
修
事

業
、
芝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
照
明
設
備

改
修
事
業

④
共
生
社
会
の
推
進

　
外
国
語
指
導
助
手
派
遣
事
業

　
広
報
「
し
ば
や
ま
」
発
行
事
業
等
、

地
域
情
報
通
信
基
盤（
Ｉ
Ｒ
Ｕ
設
備
）

電
柱
等
利
用
料
、
テ
レ
ビ
共
同
受
信

施
設
修
理
補
助
金
、
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
番
号
制
度

導
入
に
伴
う
各
種
シ
ス
テ
ム
連
携
テ

ス
ト
事
業
等

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

  

芝
山
町
共
同
利
用
施
設
指
定
管
理

委
託
、
芝
山
町
福
祉
作
業
所
指
定
管

理
委
託
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
、

芝
山
町
農
産
物
直
売
所
指
定
管
理
委

託
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託

・
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
負
担
金

  

組
合
運
営
費
、
常
備
消
防
費
、
電

子
計
算
処
理
業
務
費
、
障
害
支
援
事

業
費
、
老
人
ホ
ー
ム
整
備
費
、
し
尿

処
理
費
、
斎
場
費
　
等

今
後
に
向
け
て

　
本
町
は
、
空
港
に
隣
接
す
る
と
い

う
立
地
条
件
か
ら
、
物
流
企
業
の
進

出
な
ど
に
よ
り
固
定
資
産
税
収
入
が

堅
持
さ
れ
、
臨
空
地
域
と
し
て
の
潜

在
力
が
町
税
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
歳
出
に
つ
い
て
は
、
起
債

や
財
政
調
整
基
金
お
よ
び
地
域
福
祉

基
金
の
取
崩
し
に
よ
り
一
般
財
源
の

確
保
を
し
て
い
る
た
め
、
年
々
公
債

費
が
増
加
、
ま
た
、
財
政
調
整
基
金

は
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
財
政
運

営
に
お
い
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
う
経

費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
今

後
と
も
経
常
的
経
費
に
代
表
さ
れ
る

扶
助
費
等
が
財
政
を
圧
迫
す
る
と
予

測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
な
お
一
層
の

節
減
合
理
化
が
必
要
で
あ
る
。

Frame 3

共
に
支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り

Frame 4

人
材
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り

推
進
編

❖Frame 1

開
か
れ
た
町
政
と

協
働
の
推
進

Frame 2

効
率
的
・
効
果
的
な

行
財
政
運
営

Frame 3

広
域
連
携
の
充
実

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
（
芝
山
町
基
本
構
想
）

１
、一
体
と
な
り
連
携
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り

２
、�

子
育
て
を
応
援
し
豊
か
に
生
活
で
き
高
齢
者
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

３
、
農
業
を
起
点
と
し
た
食
の
ま
ち
づ
く
り

※�

基
本
構
想
の
期
間
は
、
平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
し
平
成
32
年
度
を

目
標
年
次
と
す
る
10
年
間
で
す
。
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予
算
概
要財政運営

◎一般会計歳出

みつば幼稚園修了証書授与式（3月17日）

　今年度の当初予算は、一般会計が平
成27年度に比べて0.4％増加し、47億
8300万円となった。

性質別
歳出

物件費
10億1084万円
（21.1％）

義務的経費
16億429万円（33.5％）31億7871万円（66.5％）

維持補修費
2888万円（0.6％）

補助費等
9億4893万円
（19.9％）

その他
7億3255万円
（15.3％）

普通建設事業費
及び災害復旧事業費
（投資的経費）
4億5751万円
（9.6％）

任意的経費

人件費
10億1504万円
（21.2％）

扶助費
3億8835万円
（8.1％）

公債費
2億90万円
（4.2％）

目的別歳出
その他　1 億 324 万円 (2.2％ )

商工費　5444 万円 (1.1％ )

公債費　2 億 90 万円 (4.2％ )

農林水産業費　2 億 1711 万円 (4.5％ )

消防費　2 億 2514 万円 (4.7％ )

衛生費　2 億 9912 万円 (6.3％ )
子ども医療給付事業：1946 万円
がん検診等委託料：1166 万円

教育費　5 億 8000 万円 (12.1％ )
芝山中屋内運動場改修事業費：7922 万円
芝山小屋内運動場改修事業費：3878 万円
調理・配缶等業務委託料：3099 万円
スクールバス運行業務委託料：2835 万円

土木費　6 億 3188 万円 (13.2％ )
町内全域路線維持補修工事：7330 万円
地籍調査事業費：5035 万円
道路新設改良工事：5000 万円
芝山公園管理委託料：4944 万円

民生費　10 億 1383 万円 (21.2％ )
自立支援事業（介護給付・訓練等給付費）：1 億 1069 万円
児童措置費：1 億 67 万円
介護保険特別会計繰出金：9425 万円
国民健康保険特別会計繰出金：7874 万円
療養給付費負担金：7275 万円
福祉センター管理運営委託料：3591 万円

総務費 14 億 5734 万円 (30.5％ )
防音家屋空調施設維持費補助金：1 億 1045 万円
芝山鉄道運営費助成金：1 億 1000 万円
航空機騒音対策補助金：5456 万円
住宅防音工事関係補助金：5326 万円
役場非常用電源設備設置事業費：4469 万円
町民バス運行委託料：2057 万円
デマンド交通業務委託料：1819 万円
証明書コンビニ交付システム事業費：1378 万円
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47 億 8300 万円

74 億 2889 万円

平成28年度一般会計予算

特別会計と合わせた今年度の総予算は

◎特別会計予算〜（　）内は前年比〜………………………………………………………………総額26億4589万円

■国民健康保険
　�農業者や自営業者などが加入する健康保険に関する会

計。
　13億34万円（△4496万円）
■農業集落排水事業
　農村環境整備のための下水道整備を行う会計。
　7313万円（△18万円）

■公共下水道事業
　市街地の下水道整備のための会計。
　６億3769万円（２億1852万円）
■介護保険
　各種介護サービス費を負担する会計。
　５億5320万円（△1921万円）
■後期高齢者医療
　�75歳以上の方の医療費をまかなうための会計。
　8153万円（1006万円）

予算の見方はここもチェック

　町税や諸収入、分担金、負担金など町が自主
的に徴収できる財源を「自主財源」、また地方
交付税、国・県支出金、町債などのように国・
県からの交付、またはその意志決定による財源
を「依存財源」といいます。
　歳入に占める自主財源の割合が多いほど、自
立安定した財政運営がしやすくなります。

　地方自治体の経費のうち、支出が義務づけら
れ、任意では削減できない人件費、公債費、扶
助費のことを「義務的経費」といい、義務的経
費以外の経費で、任意で削減が可能な経費を

「任意的経費」といいます。
　義務的経費の割合が小さいほど財政に弾力性
があり、柔軟な予算編成が可能となります。

　使い道が特定されずどの経費にも使用できる
財源を一般財源といい、町税、地方交付税、地
方贈与税、交付金などが代表的なものとされま
す。これに対し使い道が定められている財源を
特定財源といい、国庫補助金や県支出金が代表
的なもので、決められた使い道以外に使うと返
還を求められるなどの制約があります。

◆自主財源・依存財源◆

◆義務的経費・任意的経費◆

◆一般財源・特定財源◆

※町民一人あたりに使う予算はおよそ63万円

◎一般会計歳入

34
億
６
９
１
５
万
円

自
主
財
源

72.5
％

13
億
１
３
８
５
万
円

依
存
財
源

27.5
％

（　）内構成比

固定資産税
町民税
（個人）
（法人）
町たばこ税
軽自動車税

……………16億3875万円
…………………5億4829万円
…………………3億2344万円
…………………2億2485万円
…………………9598万円
…………………2392万円

内
訳

地方譲与税及び各交付金　4億310万円(8.5％)

町税　23億 694万円 (48.2％)

分担金及び負担金　5776万円 (1.2％)

その他　1億 749万円 (2.2％)　　　　

諸収入　8億 8766万円 (18.6％)

繰入金　1億 930万円 (2.3％)

地方交付税　1億3200万円(2.8％)

町債　3億3280万円(6.9％)

国・県支出金　4億4595万円(9.3％)

日本財団からの助成を受け配備した福祉車両（2月17日）



10広報しばやま 

　3月1日、 新 た な ス タ ー ト を
切った議会による「平成28年第
1回芝山町議会臨時会」が開催さ
れ、議会人事ほか議案7件は全て
可決された。3月7日から22日ま
では「平成28年第１回芝山町議
会定例会」が開催され、一般会
計予算案など上程された議案21
件および追加議案3件が審議の結
果、可決された。

　�
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
1
号
）

　
次
の
者
を
監
査
委
員
に
選
任
し
た

い
の
で
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

■
氏
名
　
内
田
　
白
民

　�

ひ
こ
う
き
の
丘
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
2
号
）

　
ひ
こ
う
き
の
丘
の
設
置
に
伴
い
、

そ
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

■
制
定
内
容

○
名
称
　
ひ
こ
う
き
の
丘

○�

位
置
　
芝
山
町
岩
山
２
０
１
２
番

地
6

○�

利
用
時
間
　
午
前
6
時
か
ら
午
後

11
時
ま
で

○�

使
用
料
　
物
の
物
販
ま
た
は
配
布
、

業
と
し
て
行
う
映
画
の
撮
影
、
興

行
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
使
用
料

を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

■
施
行
期
日

　
平
成
28
年
3
月
18
日
施
行

　�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
　（
議
案
第
3
号
）

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
に
つ
い
て
、
千
葉

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
改

正
す
る
。

　�

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
4
号
）

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
に
つ
い
て
、

千
葉
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て

改
正
す
る
。

　�

平
成
27
年
度
芝
山
町
一
般
会
計
補

正
予
算
　
　
　
　（
議
案
第
5
号
）

　
千
葉
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ

た
給
与
改
定
な
ど
に
よ
り
人
件
費
の

補
正
を
行
う
。

補
正
前
の
額

　
　
　
５
，
０
３
２
，
８
０
４
千
円

補
正
額
　
　
　
１
０
，
８
７
４
千
円

補
正
後
の
額

　
　
　
５
，
０
４
３
，
６
７
８
千
円

　�

平
成
27
年
度
芝
山
町
農
業
集
落
排

■■■

■■■

芝
山
町
議
会
臨
時
会

３
月
議
会慎重審議
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水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
6
号
）

　
千
葉
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ

た
給
与
改
定
な
ど
に
よ
り
人
件
費
の

補
正
を
行
う
。

補
正
前
の
額
　
７
２
，
９
２
５
千
円

補
正
額
　
　
　
　
　
　
２
１
８
千
円

補
正
後
の
額
　
７
３
，
１
４
３
千
円

　�

平
成
27
年
度
芝
山
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
7
号
）

　
千
葉
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ

た
給
与
改
定
な
ど
に
よ
り
人
件
費
の

補
正
を
行
う
。

補
正
前
の
額
４
１
８
，
９
５
３
千
円

補
正
額
　
　
　
　
　
△
７
５
０
千
円

補
正
後
の
額
４
１
８
，
２
０
３
千
円

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
　（
報
告
第
1
号
お
よ
び
第
2
号
）

　
職
員
が
公
用
車
を
運
転
中
、
信
号

機
の
な
い
交
差
点
に
お
い
て
車
両
に

衝
突
さ
れ
、
そ
の
反
動
で
隣
接
地
の

畑
に
侵
入
、
乗
り
入
れ
た
件
に
つ
い

て
、
損
害
賠
償
の
額
を
決
定
し
和
解

し
た
の
で
報
告
す
る
。

　�

芝
山
町
行
政
不
服
審
査
法
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
1
号
）

　
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
を
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
。

■
概
要

　
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
法
が
4

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
整
備
を
す

る
。

■
施
行
期
日

　
平
成
28
年
4
月
1
日
施
行

　�

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行

政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
2
号
）

■
概
要

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
で
引
用
す
る
条
項
を
変
更

す
る
。
ま
た
、
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
か
か
る
項
目
を
追

加
し
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
整
理
を

す
る
。

■
施
行
期
日

　
平
成
28
年
4
月
1
日
施
行

　�

ふ
る
さ
と
芝
山
応
援
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
3
号
）

　
地
方
自
治
法
第
２
４
１
条
の
規
定

に
よ
り
、
芝
山
町
を
応
援
し
よ
う
と

す
る
個
人
ま
た
は
団
体
か
ら
寄
附
さ

れ
た
寄
附
金
を
管
理
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
新
た
に
基
金
を
設
置
す
る
た

め
条
例
を
制
定
す
る
。

■
概
要

○�

目
的
　
寄
附
さ
れ
た
寄
附
金
を
適

正
に
管
理
し
、
運
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

○�

基
金
の
処
分
　「
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
事
業
」「
子
育
て
や
福
祉

に
関
す
る
事
業
」「
環
境
保
護
に

関
す
る
事
業
」「
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
又
は
文
化
事
業
に
関
す
る
事

業
」「
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め

に
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業
」

の
5
事
業
の
財
源
に
充
て
る
と
き

に
処
分
す
る
。

■
施
行
期
日

　
公
布
の
日
か
ら
施
行

　�

ふ
る
さ
と
芝
山
応
援
寄
附
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
4
号
）

　
平
成
20
年
4
月
に
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
寄
附
に

よ
る
税
金
控
除
が
拡
充
さ
れ
た
。
芝

山
町
も
広
く
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
り
、

魅
力
あ
る
「
ふ
る
さ
と
芝
山
」
を
つ

く
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

■
概
要

○�

目
的
　
芝
山
町
を
応
援
し
よ
う
と

す
る
個
人
ま
た
は
団
体
か
ら
寄
附

を
募
り
、
当
該
寄
附
金
を
財
源
と

し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

○�

事
業
の
区
分
　
こ
の
条
例
に
基
づ

き
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
実
施
す

る
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
芝
山
応
援

基
金
条
例
で
挙
げ
た
5
事
業
と
す

る
。

○�

寄
附
金
の
管
理
運
用
　
ふ
る
さ
と

芝
山
応
援
基
金
に
よ
り
管
理
し
、

運
用
す
る
。

■
施
行
期
日

　
公
布
の
日
か
ら
施
行

　�

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
5
号
）

■■■

■■■

芝
山
町
議
会
定
例
会

予算審査特別委員会（3月16日）
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学
校
医
等
の
報
酬
額
を
見
直
す
た

め
、
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
に
つ
い
て
改
正
す
る
。

■
概
要
　

　
山
武
郡
市
に
お
け
る
学
校
医
等
の

配
置
基
準
お
よ
び
報
酬
額
に
つ
い
て

は
統
一
性
が
な
く
、
県
立
学
校
の
学

校
医
報
酬
額
や
県
内
公
立
保
育
所
の

保
育
所
嘱
託
医
報
酬
額
に
比
べ
安
価

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
報
酬
額
を
山

武
郡
市
で
統
一
し
た
額
と
し
、
同
様

の
処
遇
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
学

校
歯
科
医
お
よ
び
学
校
薬
剤
師
も
併

せ
て
対
応
す
る
。

■
施
行
期
日

　
平
成
28
年
4
月
1
日
施
行

　�

芝
山
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
6
号
）

　
公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
変
更
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

■
施
行
期
日

　
公
布
の
日
か
ら
施
行
　

　
芝
山
町
道
路
線
廃
止
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
7
号
）

　
山
田
区
と
小
原
子
区
を
結
ぶ
町
道

０
１
─
０
０
４
号
線
に
つ
い
て
、
終

点
部
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
当
該

路
線
を
廃
止
し
た
い
の
で
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
。

　
芝
山
町
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
8
号
）

　
町
道
０
１
─
０
０
４
号
線
に
つ
い

て
、
終
点
部
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
か

ら
新
た
に
路
線
認
定
を
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。
ま
た
、
ひ

こ
う
き
の
丘
の
進
入
路
と
し
て
新
設

さ
れ
る
町
道
２
Ｂ
Ｌ
─
０
２
１
２
号

線
、
芝
山
千
代
田
駅
前
と
辺
田
集
団

移
転
地
を
結
ぶ
町
道
４
Ｂ
Ｌ
─
０
０

９
７
号
線
に
つ
い
て
も
新
た
に
認
定

を
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
。

　�
芝
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
水
処
理

施
設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る

協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の

締
結
に
つ
い
て
　（
議
案
第
9
号
）

　
芝
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
水
処
理

施
設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
を
締
結

し
た
い
の
で
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
。

■
協
定
の
金
額
　

　
変
更
前

　
　
４
３
６
，
３
０
０
，
０
０
０
円

　
変
更
後

　
　
３
７
４
，
４
１
０
，
０
０
０
円

■�

協
定
の
相
手
方
　
千
葉
市
美
浜
区

磯
辺
8
丁
目
24
番
1
号
　

　�

公
益
財
団
法
人
　
千
葉
県
下
水
道

公
社
　
理
事
長
　
早
川
　
徹

■
工
期
　
議
決
の
翌
日
か
ら
平
成
29

年
3
月
31
日

■
協
定
変
更
の
理
由
　

　
水
処
理
の
工
程
を
遠
隔
操
作
で
き

る
運
転
支
援
装
置
の
設
置
を
取
り
や

め
る
と
と
も
に
、
入
札
執
行
に
よ
り

差
金
が
生
じ
た
た
め
、
継
続
費
の
変

更
と
併
せ
協
定
の
一
部
を
変
更
し
、

減
額
す
る
。

　
議
案
第
16
～
21
号
（
平
成
28
年
度

芝
山
町
会
計
予
算
）
に
つ
い
て
は
、

8
～
9
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　�

芝
山
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
認
定
農
業
者
等
が
委
員
の

過
半
数
を
占
め
る
こ
と
を
要
し
な

い
場
合
の
同
意
に
つ
い
て
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
1
号
）

　
芝
山
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
、
委
員
の
過
半
数
を
認
定
農

業
者
お
よ
び
認
定
農
業
者
に
準
ず
る

者
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
。

　�

芝
山
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　
　（
議
案
第
2
号
）

　
芝
山
町
農
業
委
員
会
委
員
を
任
命

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
。

※�

農
業
委
員
会
委
員
（
13
名
）
に
つ

い
て
は
、
広
報
5
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

　�

芝
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　
　（
議
案
第
3
号
）

　
芝
山
町
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
。

■
氏
名
　
真
行
寺
　
利
江

■�

任
期
　
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
32
年
3
月
31
日
ま
で

■
■
■ 

追
加
議
案 

■
■
■

会計名 補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 5,043,678 184,786 5,228,464

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 1,356,897 16,901 1,373,798

農業集落排水事業 73,143 △ 400 72,743

公共下水道事業 418,203 △ 94,880 323,323

介 護 保 険 587,901 △ 35,581 552,320

後期高齢者医療 71,470 14,000 85,470

平成27年度芝山町補正予算（議案第10～15号）
（単位  千円）
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■
1
年
分
を
毎
月
納
付
す
る
場
合
　

　
１
６
，
２
６
０
円
×
12
カ
月

　
＝
１
９
５
，
１
２
０
円

■
割
引
制
度

○
現
金
払
い
で
1
年
分
を
前
納

　
⇨
年
間
３
，
４
６
０
円
割
引

○
現
金
払
い
で
6
カ
月
分
を
前
納

　
⇨
年
間
７
９
０
円
割
引

○
毎
月
納
付
（
早
割
）　

　�

通
常
の
口
座
振
替
「
翌
月
末
引
落

し
」
か
ら
「
当
月
末
引
落
し
」
へ

変
更

　
⇨
年
間
６
０
０
円
割
引

　
　
　
　
　
　
　
　

　
保
険
料
の
納
付
方
法

■
口
座
振
替

　
手
続
き
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

金
融
機
関
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
手
続
き
は
、
年
金
事
務
所
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付

　
納
付
書
を
使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
や

　
平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
カ
月
１
６
，
２
６
０
円
で
す
。

な
お
、
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
、
割
引
が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

町
民
税
務
課 

国
保
年
金
係 

☎
77
‐
３
９
１
２

問

国
民
年
金
の
保
険
料

お
得
な
割
引
料
金
が
あ
り
ま
す

年
金

国
保
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度

定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
の
た
め
、

短
期
人
間
ド
ッ
ク
に
か
か
る
費
用
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

町
民
税
務
課 

国
保
年
金
係 

☎
77
‐
３
９
１
３

問

銀
行
の
窓
口
な
ど
で
納
付
す
る
方
法

で
す
。
平
成
28
年
度
の
保
険
料
納
付

書
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
４
月
上

旬
に
郵
送
さ
れ
、
６
カ
月
お
よ
び
１

年
前
納
の
納
付
書
も
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
　

　
☎
０
５
７
０
─

０
５
─

１
１
６
５

　
千
葉
県
年
金
事
務
所

　
☎
０
４
３
─

２
４
２
─

６
３
２
０

　
病
気
は
放
っ
て
お
く
ほ
ど
回
復
に

時
間
が
か
か
り
治
療
費
も
か
さ
み
ま

す
。
病
気
に
な
る
前
に
予
防
を
す
る

こ
と
が
、
最
高
の
治
療
法
か
つ
医
療

費
の
節
約
法
で
す
。

■
補
助
額

　
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
額
の
70
％

（
た
だ
し
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
分
を
含
め
、

5
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
）

■
利
用
条
件

・�

年
齢
が
満
35
歳
以
上
満
75
歳
未
満

の
方

・��

前
回
実
施
（
助
成
を
利
用
し
た
場

合
）
後
、
1
年
以
上
経
過
し
て
い

る
方

・�

納
期
限
の
到
来
し
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
方

・�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
後
、
1
年

以
上
経
過
し
て
い
る
方

・�

平
成
28
年
度
芝
山
町
特
定
健
診
を

受
け
な
い
方

※�

脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
利
用
後

２
年
以
上
経
過
し
て
い
る
方
に
限

り
ま
す
。

■
利
用
方
法

　
人
間
ド
ッ
ク
予
約
後
、
受
診
日
ま

で
に
町
民
税
務
課
国
保
年
金
係
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
印
鑑

　
町
で
は
、（
公
財
）
千
葉
県
市
町

村
振
興
協
会
か
ら
「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
」
収
益
金
の
分
配
を
受

け
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
、
外

国
語
指
導
助
手
派
遣
業
務
事
業
や
芝

山
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
事

業
な
ど
に
分
配
金
の
一
部
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
宝
く
じ
収
益
金
は
、
都
道
府
県
別

の
販
売
実
績
額
な
ど
に
よ
っ
て
配
分

さ
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
千
葉
県
内
の
宝

く
じ
売
り
場
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
の
収
益
金
は
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
ま
す

総
務
課 

財
政
係 

☎
77
‐
３
９
０
２

問

美男美女のひな壇飾り（3月3日　第一保育所ひなまつり）



14広報しばやま 14広報しばやま 

TOWN INFORMATION 町からのお知らせ

■
補
助
対
象
住
宅

�

①�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
の
一
戸
建
て
住
宅
お

よ
び
併
用
住
宅
（
居
住
の
用
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が
併
用
住
宅

の
延
べ
面
積
の
１
／
２
以
上
の
も

の
）

�

②
地
上
階
数
が
2
以
下
で
あ
る
も
の

�

③�

建
築
基
準
法
の
規
定
に
違
反
し
て

い
な
い
も
の

�

④�

耐
震
診
断
に
お
い
て
「
倒
壊
す
る

可
能
性
が
あ
る
」
ま
た
は
「
倒
壊

す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ

れ
、
か
つ
、
耐
震
改
修
工
事
に
よ

り
「
倒
壊
し
な
い
」
ま
た
は
「
一

応
倒
壊
し
な
い
」
と
な
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
も
の

■�

対
象
者
　
補
助
対
象
住
宅
を
所
有

し
、
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
町
税

な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
補
助
額

・
耐
震
改
修
に
係
る
設
計
に
要
す
る

　
費
用
の
２
／
３
の
額
で
限
度
額
４

　
万
円 　

町
で
は
、
地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
被
害
を
最
小
に
し
、
安
全
安
心
で

暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
耐
震
診
断
に
続
き
、
耐

震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
課 

都
市
環
境
係 

☎
77
‐
３
９
０
９

問

耐
震
改
修
の
補
助
金

４
月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト

補
助

戸
籍
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
使
え
ま
す

　
芝
山
町
で
は
平
成
25
年
よ
り
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
２
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
に
も
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
税
務
課 

戸
籍
係 

☎
77
‐
３
９
１
１

問

・�

耐
震
改
修
に
係
る
監
理
に
要
す
る

費
用
の
２
／
３
の
額
で
限
度
額
６

　
万
円

・�

耐
震
改
修
に
係
る
工
事
に
要
す
る

費
用
の
23
／
１
０
０
の
額
で
限
度

額
40
万
円

■�

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
ま
ち
づ
く
り
課

都
市
環
境
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
注
意
】
交
付
が
決
定
し
た
後
、
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
が
補
助
要
件
で
す
。

　
耐
震
診
断
の
補
助
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
環

境
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
た
に
「
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
」
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

ほ
か
、
「
セ
ー
ブ
オ
ン
」
も
対
象
コ

ン
ビ
ニ
に
追
加
さ
れ
、
ま
す
ま
す
便

利
に
な
っ
た
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

ご
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

が
必
要
で
す
。

※�

住
基
カ
ー
ド
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

住
基
カ
ー
ド
の
新
規
発
行
は
平
成

27
年
12
月
末
を
も
っ
て
終
了
い
た

し
ま
し
た
。				




	　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
休
日
交
付	

		


　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を

土
曜
日
、
日
曜
日
に
も
行
い
ま
す
。

平
日
に
来
庁
が
難
し
い
方
は
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
庁
日
　
４
月
９
日
㈯
、
24
日
㈰

■�

受
付
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で

■
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
（
申

請
書
か
ら
切
り
離
し
た
、
12
桁
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
も

の
）

・�

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
ご
連
絡
に
同
封
さ
れ
た
ハ
ガ

キ
）

・�

写
真
付
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）

・
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
）

・�

お
持
ち
の
方
は
住
基
カ
ー
ド
（
引

き
換
え
で
交
付
し
ま
す
）

※�

代
理
人
に
よ
る
受
け
取
り
は
本
人

が
入
院
中
な
ど
で
来
庁
が
困
難
な

場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
戸
籍
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】受
け
付
け
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
関
す
る
も
の
の
み
で
す
。
証
明

書
の
発
行
な
ど
は
行
え
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
が
そ

ろ
っ
て
い
な
い
場
合
は
交
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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■�

対
象
者
　
65
歳
以
上
で
、
要
支
援

　�

・
要
介
護
認
定
を
受
け
る
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
「
足
腰
の
筋
力
が
衰

え
て
き
た
」
「
以
前
よ
り
む
せ
や

す
く
な
っ
た
」
な
ど
、
「
老
化
」

を
意
識
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
た

方
■�

日
時
　

5
月
20
日
㈮
～
9
月
16
日

㈮
　
全
15
回
（
全
て
金
曜
日
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　

・
健
康
運
動
指
導
士
の
運
動
指
導

　
介
護
予
防
教
室
「
い
つ
ま
で
も
元
気
塾
（
前
期
）」
は
、
年
齢
を
重
ね

て
も
健
や
か
で
い
ら
れ
る
た
め
に
日
々
実
践
す
べ
き
こ
と
を
楽
し
く
学
ぶ

教
室
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
77
‐
３
９
１
４

問

介
護
予
防
教
室
「
い
つ
ま
で
も
元
気
塾
（
前
期
）」

年
を
重
ね
て
も
元
気
に

募
集

動
物
狂
犬
病
予
防
注
射

飼
い
主
の
大
切
な
義
務
で
す

　
犬
の
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
接
種
を
「
毎
年
１
回
接
種
さ

せ
る
こ
と
」
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
程
表
で
会
場
と
時

間
を
ご
確
認
の
上
、
必
ず
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
課 

都
市
環
境
係 

☎
77
‐
３
９
０
８

問

・�

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
・
理

学
療
法
士
に
よ
る
個
別
指
導
と
講

話
　
な
ど

■
費
用
　
無
料

■
募
集
　
10
人

■
締
切
り
　
４
月
18
日
㈪

　
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
申
し
込
み
受
け
付
け
時

ま
た
は
後
日
、
運
動
制
限
の
有
無
な

ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
　

■�

そ
の
他
　
会
場
ま
で
の
交
通
手
段

の
無
い
方
は
送
迎
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
　
　
　

 

新
規
登
録
と
注
射
を
す
る
場
合

■
受
付
　
各
会
場

■
料
金
　

1
頭
　
６
，
５
０
０
円

■�

必
要
書
類
　
問
診
票
（
ま
ち
づ
く

り
課
都
市
環
境
係
窓
口
で
配
布
）

 

登
録
済
み
で
注
射
の
み
の
場
合

■
受
付
　
各
会
場

■
料
金
　

1
頭
３
，
５
０
０
円

■�

必
要
書
類
　
通
知
は
が
き
（
4
月

下
旬
に
送
付
予
定
）

 

新
規
登
録
の
み
の
場
合

■
受
付
　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
環
境

　
係

■
料
金
　

1
頭
３
，
０
０
０
円

○�

当
日
は
会
場
に
必
要
事
項
を
記
入

し
た
問
診
票
ま
た
は
通
知
は
が
き

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○�

登
録
済
み
の
犬
が
亡
く
な
っ
て
い

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

はり、きゅう、マッサージ
助成申請受付開始しました

　健康の保持・増進のため、はり、
きゅう、マッサージ等施設利用者
に対して、費用の一部を助成して
います。
■�対象者　芝山町に居住し住民登

録している 50 歳以上の方
■�助成内容　「芝山町はり、きゅ

う、マッサージ等施術者登録」
をしている者が行う施術につい
て、利用券により施術料の一部
を助成

■�助成額　１回の施術につき、利
用券１枚で１，０００円

■�利用券　年度区切りで、１月に１
枚の割合で、１人最大 12 枚を交
付し、再交付はできません。

■�利用期間　交付日～３月 31日
■�申請　福祉保健課で随時受け付

けています。申請には窓口に来
る方の印鑑（認印）が必要です。

福祉保健課 福祉係 ☎77‐3914問

狂犬病予防集合注射日程（5 月 12 日・13 日）
場　　　所 時　　　間

12
日
㈭

高谷共同利用施設 午前9時〜 9時 20分
大台北集会所 午前9時 40分〜 10時 10分
加茂集会所 午前10時 30分〜 10時 50分

菱田共同利用施設 午前11時 10分〜 11時 25分
牧野集出荷所 午後1時〜 1時 40分

福祉センター「やすらぎの里」 午後2時〜 3時

13
日
㈮

川津場・三和公民館 午前9時〜 9時 20分
新井田公民館 午前9時 45分〜 10時 10分

はにわ台団地管理事務所 午前10時 25分〜 11時
バルールド公民館前 午前11時 20分〜 11時 40分

役場車庫前 午後1時 30分〜 3時
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経
営
所
得
安
定
対
策
に
加
入
し
、
飼
料
用
米
や
加
工
用
米
に
取
り
組
ん

だ
り
す
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
年
続
い
て
い
る
米
の
低
価
格
化
に
備
え
る
と
と
も
に
、
安
定
し
た
農
業

経
営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
づ
く
り
課 

農
政
係 

☎
77
‐
３
９
１
７

問

経
営
所
得
安
定
対
策

農
業
の
安
定
を
サ
ポ
ー
ト

補
償

　
米
の
直
接
支
払
交
付
金

　
生
産
調
整
達
成
者
に
対
し
て
交
付

し
ま
す
。

■
交
付
対
象
者
　

　
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
販

売
目
的
で
生
産
す
る
販
売
農
家
・
集

落
営
農

■
交
付
単
価
　

　
７
，
５
０
０
円
／
10
ａ

■
交
付
対
象
面
積
　

　
主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
自
家

消
費
米
相
当
分
と
し
て
10
ａ
を
差
し

引
い
た
面
積

　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

　
飼
料
用
米
な
ど
の
作
物
を
生
産
す

る
農
業
者
に
対
し
て
交
付
し
ま
す
。

■
交
付
対
象
者
　

　
水
田
で
飼
料
用
米
・
加
工
用
米
、

麦
な
ど
の
作
物
を
生
産
す
る
販
売
農

家
・
集
落
営
農

■
交
付
単
価

　
生
産
す
る
作
物
に
応
じ
て
下
記
表

の
と
お
り
交
付

■
交
付
対
象
面
積

　
下
記
表
の
通
り

　
ナ
ラ
シ
対
策
（
米
・
畑
作
物

　
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
）

　
対
象
と
な
る
作
物
の
価
格
が
下
落

し
た
場
合
に
収
入
を
補
て
ん
す
る
保

険
的
制
度
で
す
。

■
対
象
者
　

　
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定

新
規
就
農
者

■
対
象
作
物
　

　
主
食
用
米
、
麦
、
大
豆
、
て
ん
菜
、

で
ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ

■
補
て
ん
内
容

　
対
象
品
目
の
販
売
収
入
の
合
計
が

過
去
5
年
間
の
標
準
的
収
入
を
下

回
っ
た
場
合
に
、
そ
の
差
額
の
9
割

を
、
国
か
ら
の
交
付
金
と
農
業
者
の

積
立
金
で
補
て
ん
す
る
。

�  

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
申
請

  

書
提
出
期
限

　
6
月
30
日
㈭

水田活用の直接支払交付金　交付対象面積一覧
対象作物 交　　付　　単　　価

飼料用米、米粉用米
収量に応じ55,000円～ 105,000円 /10a

（標準収量 ( 約 9 俵 ) で 80,000 円）

WCS用稲 80,000円 /10a

加工用米 20,000円 /10a

麦、大豆、飼料作物 35,000円 /10a

住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
課 

都
市
環
境
係

☎
77
‐
３
９
０
８

問

　
町
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
０
，

０
０
０
円

※�

上
限
７
０
，
０
０
０
円
（
3.5
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ま
で
）

■
補
助
件
数
　
年
間
20
件
（
予
定
）

■
補
助
対
象

・�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
完
了
時
に
住
民
登

録
を
す
る
場
合
を
含
む
）

・
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・�

自
ら
居
住
ま
た
は
居
住
を
予
定
し

て
い
る
町
内
の
住
宅
に
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
方

・�

発
電
し
た
電
力
に
つ
い
て
電
力
会

社
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結
す
る

方
■�

申
請
方
法
　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
工
事
の
前
に
、
関
係
書

類
を
添
付
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
課

都
市
環
境
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※�昨年度も多くの方が飼料用米や加工用米に取り組み、補助金による安定した収入を確保する
ことができました。
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平成28年産たけのこ

出荷には手続きが必要です

　各生産者に行っていただくこと

　たけのこの出荷・販売を予定している生産者は、

「たけのこ出荷可能生産者証明書」が必要です。

次の手順をよく確認していただき、必ず町へたけ

のこ出荷の申請をしてください。 

　出荷の手順

①�農政係にたけのこを出荷する旨を申し出て（電

話でも可）、申請の予約をとる。

②�自家のたけのこを農政係窓口に持参し、たけの

こ出荷に係る申請書を記入（印鑑を忘れずに持

参してください）。

③�放射性物質検査器を使用して、持参したたけの

このサンプリング検査を実施。

④�検査結果が 50Bq/kg 以下の場合、町より「た
けのこ出荷可能生産者証明書」を発行。

⑤�発行された「たけのこ出荷可能生産者証明書」
を直売所などへ提示することで出荷が可能とな

ります。

※�町内でたけのこが出荷されている期間は千葉県

による１週間１検体以上の定期検査を実施しま

す。

　芝山町産たけのこを出荷するためには、千葉県による町内３検体以上の出荷前検査を実施（４月１日
完了予定）した後、生産者の方には次の手続きが必要となります。

まちづくり課 農政係☎ 77 ‐3917問

平成28年産たけのこ
出荷・販売までの流れ
町 各生産者

平成28年産たけのこ発生

平成28年産たけのこ生産・販売可能

平成28年産たけのこ発生終了

町へ申請書提出

千葉県による
町内3検体検査

検査結果が
100Bq/kg
以下（※）

千葉県による
1週間に1検体
以上の検査

（※）検査に使用する機器が違うため、出荷可能と
　　　するための基準値が異なる。

町による検査

検査結果が
50Bq/kg
以下（※）

町より証明書発行

たけのこ
生産・販売
可能期間
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課
税

税制改正

軽自動車税が変わりました
地方税法の改正により、下記のとおり軽自動車税の税率が変わりました。

町民税務課 課税係☎ 77 ‐3915問

■原動機付自転車、二輪の軽自動車、二輪の小型自動車、小型特殊自動車

　取得した日付に関わらず、一律で以下の新税率が適用されます。

■三輪と四輪以上の軽自動車				 

　平成 27 年 4 月1日以後に取得された新車は、新税率で課税されます。なお、平成 27 年 3 月 31日以前に

取得された車両は、従来の税率で課税されます。

　また、平成 28 年度から初めて車両番号の指定を受けた月から13 年を経過した車両（電気自動車等は除く）

は、グリーン化（環境への負荷低減に資するための施策）を進める観点から重課税率が適用されます。	

■軽四輪車等に係る軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について（平成 28 年度のみ）				 
　三輪と四輪以上の軽自動車で、排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さいものは、グリー
ン化特例（軽課）が適用されます。					  
＜適用条件＞					   
平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までに初めて車両番号の指定を受けた三輪および四輪の軽
自動車で、次の基準を満たす車両について、	当該取得をした日の属する年度の翌年度（平成 28 年度）
分の軽自動車税に限り、グリーン化特例（軽課）を適用します。					   
①電気自動車・天然ガス軽自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）					  
②乗　用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成車
　貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車		
③乗　用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 32 年度燃費基準達成車			
　貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車		
※②、③については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。

原 動 機 付 自 転 車

50cc 以下 2,000円
50cc 超 90cc 以下 2,000円
90cc 超 125cc 以下 2,400円
ミニカー 3,700円

2 輪の軽自動車（125cc 超 250cc 以下） 3,600円
2 輪の小型自動車（250cc 超） 6,000円

小 型 特 殊 自 動 車
農耕作業用のもの 2,400円
その他のもの 5,900円

雪上車等 3,600円

車種区分 現行税率
新税率 重課税率

（平成27年 4月 1日以後取
得の新車）

（初めて車両番号の指定を受け
た月から13年を経過した車両）

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽自動車４輪
乗　用

自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

車種区分 ① ② ③

三輪 1,000円 2,000円 3,000円

軽自動車４輪
乗　用

自家用 2,700円 5,400円 8,100円

営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物用
自家用 1,300円 2,500円 3,800円

営業用 1,000円 1,900円 2,900円
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講
座

公民館講座開講

もっと楽しい毎日に
　受講の対象者は、芝山町在住・在勤で、1 年を通じて参加できる人です（状況により途中参加も可）。
楽しい講座は「仲間作り」と「自分磨き」の場。仲間と楽しく学びましょう。

中央公民館 ☎ 77 ‐0066問

■受講料　無料

　材料費や教材費などは自己負担です。

■申込み　中央公民館までご連絡ください。

　（月曜日、祝日除く）

■締切り　4 月 22 日㈮

　下記以外にも開催予定の講座やイベントがあ

ります。開催内容や日程などが決まりましたら、

広報やホームページでお知らせします。

教室 ( 募集人数など） 内　　　　　　容 日　時　な　ど

ピア生き甲斐ストレッチ教室�
（15人程度）

新規

皆で楽しく体を動かし、生き甲斐を
持ってこれからもずっと元気であ
りますように！

年11回・毎月第３木曜日�
午後１時30分～午後３時

暮らしのアロマ教室�
（８人程度）
新規

アロマの基本的な知識や季節に合
わせたハーブティーの紹介、さまざ
まなアロマグッズの作成をします。

年11回・毎月第３金曜日�
午前 10時～正午

生き甲斐学級�
（60歳以上の男女対象）

演芸会、手芸教室、運動会、研修旅
行など盛りだくさんの内容です。

月１回開催�
年会費 2,000円

コーラス教室�
（10人程度）

歌に興味のある方、やさしい曲を楽
しく歌ってみませんか。12月には
有志でクリスマス音楽会へも出演
します。

年22回�
毎月第１・第３水曜日�
午前９時30分～ 11時 30分

折り紙教室�
（10人程度）

季節を飾る平面や立体の作品を作
ります。子どもの頃に帰って、折り
紙を楽しみませんか。

年11回�
毎月第１日曜日�
午後１時30分～３時30分

語学教室：英語�
（15人程度：高校生以上）

初心者の方、大歓迎。視聴覚機材を
使ったテキストなし、宿題なし、英
語を楽しみながら学びます。

毎週木曜日�
（５月～10月開講）�
午後７時～８時30分

語学教室：フランス語�
（15人程度：高校生以上）

テキストは使わずに、シャンソンや
映画などを取り入れ、生きたフラン
ス語を学びます。

毎週木曜日�
（５月～10月開講）�
午後７時～８時30分

大人のリフレッシュタイム！�
３Ｂ体操�

（15人程度）

ボール・ベル・ベルターという手具
を使用します。音楽に合わせて身体
を動かし、リフレッシュしましょう。

年11回・毎月第４金曜日�
午前 10時～正午

フィルムステンドグラス教室�
（15人程度）

フィルムとリード線を使ったステ
ンドグラスのような作品作りを楽
しみましょう。

年22回�
毎月第２・第４木曜日�
午前 10時～正午

おはなし会�
（申込み不要・未就学児と保

護者）

絵本の読み聞かせだけでなく、手遊
びやわらべ歌、紙芝居、折り紙など、
親子でいろいろな遊びをします。ボ
ランティアスタッフも募集中です。

月１回開催�
毎月第３土曜日�
午前 10時 30分～正午

味噌作り�
（千代田分館農産加工設備）�

平成 28年度の�
予約受付を開始します

受付開始日：４月１日㈮～随時（使用日の一週間前まで）�
味噌作り実施期間：12月１日㈭～３月19日㈰※予定　�
（月曜日、祝日、年末年始、年度末を除く）　午前８時30分～午後５時�
対象：町内に在住 ･在勤の方
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■がん検診は登録制です　

　新規に検診を希望する方は保健センターまで氏

名、生年月日、住所、電話番号、希望する検診名

をご連絡ください。

　一定の年齢に達した女性に対し、無料検診を実

施します（対象者には乳がん検診および子宮頸が

ん検診の無料クーポン券と検診手帳を送付しまし

た）。

　送付しました無料クーポン券を持参すれば、下

記対象者の方は無料で受診できます（無料クーポ

ンが使えるのは町が実施する検診のみです）。

■無料検診対象者　
　町内に住所を有する平成28年4月1日現在で下記

年齢の女性（年齢によって無料になる検診が違い

ます。40歳の方は両方該当になります。）

※�検診は下記無料検診対象年齢以外の方も受ける

ことができます。

乳がん検診・子宮頸がん検診を受けましょう

＜乳がん無料検診対象年齢＞ ＜子宮頸がん無料検診対象年齢＞

年 齢 生年月日 年 齢 生年月日

40歳 昭和50年4月2日～昭和 51年4月1日 20歳 平成 7年 4月 2日～平成8年 4月 1日

45歳 昭和45年4月2日～昭和 46年4月1日 25歳 平成 2年 4月 2日～平成3年 4月 1日

50歳 昭和40年4月2日～昭和 41年4月1日 30歳 昭和60年4月2日～昭和61年4月1日

55歳 昭和35年4月2日～昭和 36年4月1日 35歳 昭和55年4月2日～昭和 56年4月1日

60歳 昭和30年4月2日～昭和 31年4月1日 40歳 昭和50年4月2日～昭和 51年4月1日

■乳がん検診・子宮頸がん検診の日程

検診名 検診内容 対象者 検診日 受付時間・場所 個人負担金

乳がん
検診

超音波

30～ 39歳の
女性
および

50～ 59歳の
女性 集団

検診

4月 23日㈯
5月 11日㈬
5月 19日㈭ 午前9時～ 11時 30分

午後 1時～ 3時

保健センタ－

800円

マンモ
グラフィ

40～ 49歳の
女性
および

60歳以上の女性

4月 22日㈮
4月 23日㈯
5月 11日㈬
5月 19日㈭

子宮頸
がん
検診

子宮頸部
細胞診

20歳以上の
女性

集団
検診

4月 26日㈫
5月   7 日㈯

午前 9時～ 11時 30分
午後 1時～ 3時

保健センタ－

700円

個別
検診 6月～ 10月末

麻野クリニック
いしいクリニック
岩沢クリニック
尾崎クリニック

さんむ医療センター
髙根病院

松岸レディスクリニック
渡辺医院

2,000円

注）乳がん検診は、40代・50代の方は1年ごとに超音波検査とマンモグラフィ検査を交互に実施しており、平成28年度は、50代の方
　　は超音波検査、40代の方はマンモグラフィ検査です。
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　保健センターでは、さまざまな検診や健康づくりに役立つ教室など、
健康な生活をサポートする事業を実施します。お気軽にご利用ください。

保健 の 広場
保健センター　
☎ 77‐1891　　Fax77‐1970
✉hoken-c@town.shibayama.lg.jp

問

■�内容　運動エクササイズ実習（バランスボール

を使った運動）

■�参加費　５回コースで500円（初回参加時に徴

収します）

■�定員　25人（定員を超えた場合は抽選とさせて

いただきます）

■締切り　５月13日㈮

■�申込み　氏名、年齢、住所、電話番号、バラン

スボールの有無を保健センターまでご連絡くだ

さい。

　②午後2時30分～

　③午後3時30分～

■�予約制　保健センターまで予約申し込みをお願

いします。

■定例健康相談日程
　６月17日㈮　 ９月16日㈮　12月16日㈮　

　３月17日㈮

　運動はいろいろな病気の予防に役立つとされて

いますが、いざ実践となると難しいものです。

　ぱわふる運動塾では、バランスボールを使った

簡単な運動を紹介しますので、気軽にご参加くだ

さい。今回は前期コースの参加者を募集します。
■期日（５回×前期･後期の2コース）

　【前期】

　５月25日㈬　６月22日㈬

　７月27日㈬　８月31日㈬

　９月28日㈬	

　【後期】

　10月26日㈬ 　11月30日㈬ 

　12月14日㈬　 １月11日㈬

　２月８日㈬

■時間　午前10時～11時30分

■場所　福祉センター「やすらぎの里」２階

■�対象　30～74歳くらいまでのバランスボールを

お持ちの方

※�バランスボールを持っていない方でも先着６名

までお貸しできます。

　ご自分やご家族の健康診断の結果や生活習慣病

予防についてお気軽にご相談ください。

■対象　30～64歳

■�内容　血圧測定、ストレス度チェック、保健師・

栄養士による個別相談

※各自の健康診断の結果などをご持参ください。

■時間　①午後1時30分～

ぱわふる運動塾（水曜コース）

健康相談
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子
育
て

あ

ん
し

ん
ことばの相談の日程

月　　　　日 場　　　所 時　　　　間

4月 18日㈪ 10月 24日㈪

保健センター

（１組約50分程度）

①午前10時10分～

②午前11時10分～

③午後1時10分～

5月 30日㈪ 11月 14日㈪

6月 13日㈪ 12月 19日㈪

7月 4 日㈪ 2月 27日㈪

8月 29日㈪ 3月 13日㈪

子育て相談の日程
月　　　　日 場　　　所 時　　　　間

4月 11日㈪ 9月 5 日㈪
保健センター

※必要に応じて、  
　保育所で巡回相
　談を実施し保育
　のアドバイスも
　行っています

（１組約50分程度）

①午後1時45分～

②午後2時45分～

③午後3時45分～

6月 20日㈪ 11月 7 日㈪

7月 25日㈪ 1月 23日㈪

7月 28日㈭ 2月 13日㈪

8月 4 日㈭ 3月 27日㈪

福
祉
保
健
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
77
‐
３
９
１
４

保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
☎
77
‐
１
８
９
１

問

　
こ
と
ば
の
相
談

　
言
葉
の
発
達
、
発
音
、
ど
も
る
、

赤
ち
ゃ
ん
言
葉
な
ど
、
お
子
さ
ん
の

言
葉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

言
語
指
導
の
専
門
家
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
お
子
さ
ん
の
言
語
能
力
検

査
を
行
い
な
が
ら
、
言
葉
や
発
音
を

育
て
る
た
め
の
関
わ
り
や
練
習
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

※�

こ
と
ば
の
相
談
は
予
約
制
で
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
子
育
て
相
談

　
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
関
す
る
こ

と
、
子
ど
も
の
行
動
、
子
育
て
の
仕

方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
心
理

判
定
員
が
個
別
に
面
接
し
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
家
庭
で
の
関
わ
り
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
（
必

要
に
応
じ
て
各
種
発
達
検
査
や
知
能

　
町
で
は
、
子
育
て
中
の
ご
家
庭
を
応
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
査
も
行
い
ま
す
）
。

※�

子
育
て
相
談
は
予
約
制
で
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
一
時
保
育

　　
第
二
保
育
所
で
は
、
保
護
者
の
方

の
ご
都
合
に
よ
り
、
お
子
さ
ん
を
一

時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
一
時
保
育
を
利
用
で
き
る
と
き

・�

パ
ー
ト
勤
務
な
ど
の
と
き
…
週
３

日
ま
で

・�

病
気
、
介
護
な
ど
緊
急
な
と
き
…

　
月
７
日
ま
で

・�

育
児
に
伴
う
負
担
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
…
月
４
日
ま
で

■
実
施
保
育
所
　
第
二
保
育
所
　
　

■�

対
象
　
町
内
在
住
の
満
7
カ
月
か

ら
就
学
前
の
児
童

■
定
員
　
１
日
当
り
お
お
む
ね
５
人

（
定
員
に
達
し
た
と
き
は
お
預
か
り

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
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子育て支援センター開設日　＜4月～7月＞

4 月の開設日 5日㈫ 6日㈬ 7日㈭ 12日㈫ 13日㈬ 14日㈭ 19日㈫ 21日㈭ 22日㈮ 25日㈪ 26日㈫ 27日㈬

５月の開設日 9日㈪ 10日㈫ 11日㈬ 12日㈭ 16日㈪ 17日㈫ 18日㈬ 19日㈭ 23日㈪ 24日㈫ 25日㈬ 26日㈭

６月の開設日 1日㈬ 2日㈭ 7日㈫ 8日㈬ 9日㈭ 14日㈫ 15日㈬ 16日㈭ 21日㈫ 22日㈬ 28日㈫ 29日㈬

７月の開設日 5日㈫ 6日㈬ 7日㈭ 12日㈫ 13日㈬ 14日㈭ 19日㈫ 20日㈬ 21日㈭ 26日㈫ 27日㈬ 29日㈮

☆開設日は町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　講座・行事のお知らせ
主･･･支援センター主催講座　共･･･保健センター・公民館共催講座　出･･･出張講座　　　　　　　　　　　　　　

4 月 19 日㈫ 名札作り（主） 10 月 親子運動あそび（主・出）

5 月 17 日㈫ お外であそぼう（主・出） 11 月 親子ふれあいあそび（主）

6 月 21 日㈫ もぐもぐ離乳食（共） 12 月 クリスマス会（主）

７月 親子ヨガ（主） 1 月 ベビーマッサージ（主）

８月 親子おはなし会（主） 2 月 親子フラダンス（主）

9 月 30 日㈮ 手作りおやつ（らくらくクッキング）
（共） 3 月 英語で遊ぼう（主）

※また、各月の最終開設日に「お誕生会」（午前11時～正午）を行います。

■�

利
用
時
間
　
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

■
利
用
料

・
３
歳
未
満
児
　

　
１
日
　
２
，
４
０
０
円

　
半
日
　
１
，
２
０
０
円

・
３
歳
以
上
児
　

　
１
日
　
１
，
６
０
０
円

　
半
日
　
　
　
８
０
０
円

■�

申
込
み
　
利
用
を
希
望
す
る
日
の

7
日
前
ま
で
（
緊
急
時
を
除
く
）

に
、
福
祉
保
健
課
ま
た
は
第
二
保

育
所
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
第
二
保
育
所
　
☎
78
─

０
１
６
０

　
一
緒
に
遊
ぼ
う
！
園
庭
開
放

　
保
育
所
で
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、

お
子
さ
ん
同
士
や
保
育
士
と
話
を
し

た
り
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
楽
し
さ

を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■�

対
象
　
町
内
在
住
の
0
～
5
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

■�

日
時
　
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時

※�

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■�

申
込
み
　
利
用
す
る
保
育
所
へ
事

前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
　

第
一
保
育
所
　
☎
77
─

１
０
３
６

第
二
保
育
所
　
☎
78
─

０
１
６
０

第
三
保
育
所
　
☎
77
─

１
４
４
１

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
「
屋
根

の
あ
る
公
園
」
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で

す
。
「
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
が
あ

る
け
ど
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
」

「
同
じ
年
代
の
子
ど
も
が
近
所
に
い

な
く
て
一
緒
に
遊
べ
な
い
」
「
平
日

の
昼
間
は
い
つ
も
子
ど
も
と
二
人
き

り
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

■�

開
設
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4

時
※�

正
午
～
午
後
1
時
の
間
は
閉
鎖

■�

開
設
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
の
う

ち
週
3
日
間
（
土
日
祝
日
は
休
館

日
）

■
利
用
料
　
無
料

■
持
ち
物

・�

水
分
補
給
で
き
る
も
の
（
水
筒
な

ど
）

・�

バ
ス
タ
オ
ル
（
お
む
つ
交
換
の
際

使
用
し
て
く
だ
さ
い
）

・�

お
出
か
け
グ
ッ
ズ
（
お
む
つ
な
ど
、

普
段
お
子
さ
ま
と
お
出
か
け
す
る

と
き
の
持
ち
物
）
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ひこうきの丘にしばっこくん自動販売機設置　

　３月18日にオープンしたひこうき

の丘に、ぼくのイラストが描かれた

自動販売機が設置されたよ。ひこう

きの丘からは、ぼくの大好きな飛行

機がよく見えるんだよ。こんなステ

キな場所に設置してくれて、ぼく

とってもうれしいッコ！

　平成 22 年４月から、保護者の経済的負担を軽減するため、芝山町に住所を有する小・中学校の児童生
徒を対象に、学校給食費は第２子半額、第３子以降は無料としてきました。
　このたび子育て支援事業として、４月から第１子も半額とする制度が始まります。

学校給食センター
☎ 77‐００３４

問

　芝山町立小中学校に通う児童生徒およびその保護者が芝山町に

在住している方

【注意】区域外就学により町外から通学している児童生徒は対象

となりません。

　４月から、学校給食費の口座振替日が毎月25日から月末に変更となります（８月は除く）。

※月末が休業日の場合は、

　翌営業日になります。

学校給食費

４月から第１子も「半額補助」します

対象者

口座振替日の変更

学校給食費

区　　　　分 従　　来 平成 28 年４月〜

口座振替日 毎月２５日 毎月末※

区　　　　分 従　　来 平成 28 年４月〜

小学校

第１子
月額徴収額 4,600 円 2,300円

精算額（一食あたり） 270 円 135円

第２子
月額徴収額 2,300 円 2,300 円

精算額（一食あたり） 135 円 135 円
第３子
以降

月額徴収額 0 円 0 円
精算額（一食あたり） 0 円 0 円

中学校

第１子
月額徴収額 5,200 円 2,600円

精算額（一食あたり） 310 円 155円

第２子
月額徴収額 2,600 円 2,600 円

精算額（一食あたり） 155 円 155 円
第３子
以降

月額徴収額 0 円 0 円
精算額（一食あたり） 0 円 0 円
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Pick up 資源となるペットボトル
もう一度出し方の確認を

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ご
み
の
出
し
方

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
�
う

　
野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
煙

や
臭
い
で
近
所
に
迷
惑
を
掛
け

た
り
、
有
害
な
ガ
ス
が
発
生
し

た
り
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
は
ご
み
を
燃
や
さ
ず

に
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
決
め

ら
れ
た
も
の
を
、
決
め
ら
れ
た

場
所
へ
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

環境を考える一口メモ

ペットボトルから再生されるもの

作業服 軍手 文具

芝
山
町
の
ご
み
排
出
量

　
毎
年
千
葉
県
が
公
表
し
て
い
る

「
清
掃
事
業
の
現
況
と
実
績
」（
左

図
参
照
）
に
よ
る
と
、
芝
山
町
の
ご

み
の
年
間
排
出
量
は
、
平
成
21
年
の

３
，
４
２
７
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
平
成

23
年
ま
で
減
少
傾
向
で
し
た
が
、
平

成
24
年
は
３
，
５
５
４
ト
ン
、
平
成

25
年
は
３
，
５
０
５
ト
ン
に
の
ぼ
り
、

以
前
と
比
べ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
排
出
量
に

目
を
向
け
る
と
、
最
近
で
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
取
り
扱
い

や
す
い
性
質
か
ら
、
平
成
19
年
以
降
、

毎
年
10
ト
ン
以
上
の
排
出
量
が
あ
る

の
が
現
状
で
す
。

　
４
月
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
の
仕
方
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
再
資
源
化
を
進
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課 

都
市
環
境
係 

☎
77
‐
３
９
０
８

問

ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
軽
く
す
す
ぐ
、

そ
の
「
ひ
と
手
間
」
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
�
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
の
再
資
源
化

　
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
が
叫
ば
れ

る
今
日
、
ご
み
の
減
量
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
町
で
は
、
「
効
率
の

良
い
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
目
的
に
、
４

月
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
の
仕

方
を
変
更
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
再
生
さ
れ
る
も
の

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
原
料
は
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
と
い
う

樹
脂
で
す
。
き
ち
ん
と
分
別
収
集
さ

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ワ
イ
シ
ャ
ツ

や
作
業
服
、
作
業
用
手
袋
、
文
具
な

ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ラ
ベ
ル
を
は
が
す
「
ひ
と
手
間
」
に

ご
協
力
を

　
回
収
に
出
す
と
き
は
、
次
の
手
順

で
お
願
い
し
ま
す
。

① 

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
可
燃
ご
み

へ
②
中
を
水
で
軽
く
す
す
ぐ

③ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
資
源
ご
み
専
用

収
集
袋
に
入
れ
、
収
集
日
に
集
積

所
へ
出
す

　
収
集
日
や
場
所
、
排
出
ル
ー
ル
を

守
り
、
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①キャップとラベルを取る②水で中を軽くすすぐ③キャップとラベルは
　可燃ごみへ

　ペットボトルの

素材はポリエチレ

ンテレフタレート

（PET）で、飲料水、

酒類、調味料など

に使われている容

器です。

芝山町のごみ排出量（トン）



　９年間の義務教育課程を修了し、一人一人
が選んだ道を歩み始めるスタートの日。恩師
や後輩に見守られ、56名の生徒が母校を巣立
ちました。

56通りの
夢の扉が開く
芝山中学校（３月10日）

平
成
27
年
度
卒
業
式



　芝山小学校に統合後初となる、61名の第１
期卒業生が誕生。第１号の卒業証書をもらっ
た山室春花さんは、「貴重な“１号”をもらえ
てうれしい」と喜びを語ってくれました。

新生・芝山小
初代卒業生輩出
芝山小学校（３月18日）

通
い
慣
れ
た
学
び
舎
を
巣
立
ち
、

ま
た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む
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　2 月 21 日、第 37 回芝山町武道大会

が総合運動場で開催されました。行わ

れた種目は柔道、剣道、弓道、空手の

4 種目。子どもから大人まで 86 人の

武道家が参加し、日頃磨いた技や技術

で勝利を目指しました。

　平成 27 年度に卒業する子どもたちを祝福するために、

３月２日に中学校で、11 日に小学校で「バイキング給食」

が行われました。町内の小中学校で初めての試みに、目

を輝かせる子どもたち。後に並ぶ人に配慮しながら量を

調整しつつ、主食、主菜、副菜のバランスを考えて食事

しました。

中学校剣道部による披露演目

弓道 空手 柔道

技体充実させて勝利へ心
武道大会

フォーカス

①数十種類の豪華な料理に目移り（中学校）
②③好きなメニューで楽しむ食事（小学校）
④自分だけのお好みメニュー

念すべき初バイキング給食記
バイキング給食

しばやま
FOCUS

町のできごとに
焦点をあてる

試合結果
種目 部　門 優勝者氏名 所　属 種目 部　門 優勝者氏名 所　属

剣
道

小学校1〜 3年生の部 寺尾　浩亮 芝山小3年
柔
道

小学生1・2年生の部 平津　涼夏
小学校4〜 6年生の部 中村　勇翔 芝山小6年 小学校3・4年生の部 岩澤　隆心 芝山小4年
中学生男子の部 戸井　一樹 芝山中2年 小学校5・6年生の部 林　　亮汰
中学生女子の部 諏訪　咲希 芝山中2年 小学生初心者の部 宮本　宗治

空
手

団体戦 雷神チーム
弓
道

一般の部 伊藤　泰裕 芝山町弓道会
小学生初心の部 本郷　幸希 芝山小3年 称号の部 友信　　清 芝山町弓道会
小学生初級の部 郡司　　遥 芝山小3年

1

2 3

4
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　成田国際空港の第１ターミナルで２月 19 日、芝山

小６年生の児童が「英会話体験」を行いました。子ど

もたちは、外国の方に英語であいさつや質問をし、イ

ンタビューのお礼に折り鶴をプレゼント。「英語でた

くさん話すことができ、楽しかった。もっと話せるよ

うになりたい」と、この日のチャレンジを振り返りな

がら、世界を身近に感じていたようでした。

2 月11日 笑いの春一番

2 月12 日 災害時も清潔に 会話で広がる世界英 英会話体験

　浜風注ぐ山武市蓮沼周辺を舞台に、２月 11 日、「山

武郡市民駅伝大会」が開催されました。大会には、山

武郡市の６市町から７チーム（山武市は２チーム）が

出場。小学生・中学生・高校生と一般の各部門から構

成された町の代表選手 13 名がたすきをつなぎ、健闘

の総合６位でゴールしました。

ップ選手のたすきリレート
山武郡市民駅伝大会

mini Focusini Focus
ミニフォーカス

2 月 21日 サッカーで友好

2 月 25 日 地域で支え合う

　「新春寄席」が芝山
文化センターで行われ
ました。三遊亭円楽さ
んをはじめ、テレビな
どで活躍中の豪華な顔
ぶれが集結。満席とな
った会場は、笑いと拍
手に包まれました。

　町は、千葉県理容生
活衛生同業組合山武支
部と協定を締結しまし
た。これによって、災
害時、被災者に散髪や
洗髪などの理容業務を
同組合が提供すること
を約束しました。

　サッカーを通じたチ
ャリティー活動「カン
ボジア smile チャリ
ティー＠しばやま」が
スポーツ広場で開催さ
れ、集まった寄付金
146,829 円はカンボ
ジアへ寄付されました。

　認知症サポート医の
山崎政城先生を講師に、
福祉センターで「認知
症講演会」が行われま
した。受講者は、認知
症の症状や介護につい
て学び、認知症に関す
る理解を深めました。
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しばやま文芸
本紙をカセットテープに録音した「声の広報しばやま」を無料貸出しております。　　　　

【貸出場所】役場、福祉センター、芝山郵便局、千代田郵便局、JA 二川支所、JA 千代田支所
 　社会福祉協議会　☎ 78-0850

俳句
オ
リ
オ
ン
に
斬
り
こ
ん
で
ゆ
く

ジ
ェ
ッ
ト
の
灯　
　
　
　
　
　

 

裕
枝

鯛
焼
の
尻
尾
の
餡
に
風
光
る

敏
子

二
つ
三
つ
隣
の
庭
の
蕗
の
薹

真
砂
子

丹
沢
の
峰
の
連
な
り
梅
の
花

泰
子

巣
箱
掛
け
て
特
別
な
木
と

な
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

 

満

九
十
九
里
海
の
駅
ま
で
冬
怒
涛

京
子

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
好
き
も

嫌
ひ
も
女
偏　
　
　
　

 　
　
　

迷
羊

冬
晴
れ
や
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の

九
十
九
里　
　
　
　
　
　
　

 

小
夜
子

蕪
村
忌
や
独
り
静
か
に
酒
を
酌
み

　
　
　
　
　
　
　

弥

子
ら
帰
り
夫
婦
二
人
の
薺
粥

壽
一

四
十
年
育
て
し
こ
ぶ
し
を
伐
採
す

そ
の
枝
に
見
る
つ
ぼ
み
の
あ
ま
た

池
上　

弘
雄

七
草
や
利
根
の
流
れ
は
ゆ
っ
た
り
と

水
鳥
浮
か
べ
揺
り
籠
の
ご
と

八
角　

菊
枝

油
絵
の
躍
動
感
に
溢
れ
い
る

老
齢
な
お
も
激
し
き
タ
ッ
チ

大
木　

幸
子

寒
風
に
向
ひ
て
立
て
ば
か
な
ら
づ
や

身
に
穏
や
か
な
日
々
の
待
つ
ら
む

怒
賀　

春
子

定
め
た
る
花
壇
は
な
く
も
春
く
れ
ば

わ
が
家
の
庭
は
百
花
乱
る
る

五
木
田
治
巳

ほ
つ
ほ
つ
と
鉢
の
紅
梅
咲
き
初
め
て

凍
て
付
く
朝
の
陽
に
耀
ひ
ぬ

冬
木　

節
子

黒
々
と
あ
た
り
暮
れ
た
る
保
育
所
の

窓
の
灯
り
に
母
を
待
つ
児
ら

髙
橋　

節
子

冬
枯
れ
の
花
な
き
庭
に
ひ
よ
ど
り
の

侘
助
み
つ
け
挨
拶
ポ
ー
ズ

松
川　

恭
子

しばやま文文芸

４月の催し

短歌  二月詠草

俳句俳句俳句

平成28年度

前期技能検定

等 級　１級、２級、３級（一部職種）

および単一等級

職 種　園芸装飾、造園、金属熱処理、

粉末冶金、機械加工、放電加工、金

属プレス加工、鉄工、建築板金、工

場板金、仕上げ、電子機器組立て、

電気機器組立て、産業車両整備、建

設機械整備、婦人子供服製造、布は

く縫製、印刷、プラスチック成形、

とび、左官、築炉、ブロック建築、

タイル張り、畳製作、防水施工、内

装仕上げ施工、熱絶縁施工、サッシ

施工、化学分析、表装、塗装、広告

美術仕上げ、フラワー装飾、路面標

示施工、産業洗浄、３級機械検査、

３級建築大工（50種類81作業）

受検資格　原則として各職種とも所定

の実務経験が必要

受 検手数料　≪一般≫実技17,900

円・学科3,100円≪高校生など≫

実技11,900円・学科3,100円

受付期間　４月４日㈪～15日㈮

試 験実施日程　６月２日㈭～９月７日

㈬の間の指定する日

合 格発表日　８月26日㈮（３級職種

※金属熱処理を除く）、９月30日㈮

（１級・２級・単一等級・３級※金

属熱処理）

問 合せ　千葉県職業能力開発協会　技

能検定課　☎043-296-1150

　ホームページ http://www.chivada.or.jp

2016年度春　JICAボランティア

「体験談＆説明会」を開催します

　開発途上国で活動する、JICAボラン

ティアの制度や内容について説明会を

行います。ボランティアには技術系・

医療系・教育系・農業系・スポーツ系

などさまざまな職種があります。予約

不要、入退場自由ですので、ぜひお気

軽にご参加ください。

期日　４月９日㈯

時間　午後２時～４時

場所　船橋フェイスビル６階　

参加費　無料

問合せ　JICA青年海外協力隊事務局　

募集課　☎03-5226-9813

www.jica.go.jp/volunteer/

春の全国交通安全運動

しんごうが　あおでもよくみる　みぎひだり

　４月６日㈬から15日㈮までの期間、

春の全国交通安全運動が実施されま

す。入学シーズンを迎え、入園・入学

して間もない園児・児童などが交通事

故に遭うことが心配されることから、

基本的な交通ルール・マナーを身に付

けさせ、交通事故を防止しましょう。

≪自転車利用者の皆さんへ≫
　昨年６月に道路交通法が改正され、

信号無視などのルール違反（危険行為）

を繰り返す運転者に自転車運転者講習

が義務化されました。自転車の危険行

為による県内での摘発件数は、昨年６

月から今年１月末までの間で約80件

にものぼり、自転車が加害者となる交

通死亡事故も２件発生しています。

　自転車も「車両」という自覚を持っ

て交通ルールを守り、正しく安全な自

転車の利用を心掛けましょう。

航空科学博物館

航空科学博物館　☎78-0557

　企画展示　成田空港飛来機展
　毎年恒例の企画展示です。2015年

度１年間に成田空港に飛来した航空機

の中から特別な塗装のものや初飛行の

ものなど、興味深いものを写真や模型

でご紹介します。

期間　～５月29日㈰

　航空キッズアート展　作品募集
　園児・小学生を対象に、航空に関す

る絵画、デザイン、工作などを募集し

ます。審査の結果、優れた作品には賞

品もご用意しておりますので、奮って

ご参加ください。皆様の楽しい作品を

お待ちしております。

募集期間　～９月30日㈮　

　折紙飛行機教室
　折紙飛行機を作って飛ばします。

期日　５月３日㈫・４日㈬・５日㈭

時間　午後１時～２時30分
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31

暮らしの情報

お知らせ
過激派はあなたのそばにいます

あれ!?と思ったらすぐに連絡を
　

　過激派は、善良な一般市民を装って

アパートやマンションを借り上げ、ア

ジトとして指名手配被疑者が潜伏した

り危険な爆弾などを製造しています。

　もしお近くで「変だな、おかしいな」

と思うことがありましたら最寄りの交

番、駐在所または警察署までご連絡く

ださい。

連絡先　山武警察署　

☎0475-82-0110

東金労働基準協会

各種講習会を実施します

　東金労働基準監督署管内の事業所を

対象として、労働安全衛生法で義務付

けられている資格を取得するための各

種講習会を実施します。

≪新規採用者安全衛生教育講習≫
期日　５月19日㈭

時間　午前９時～

場所　のぎくプラザ（山武市）

申込み・問合せ　東金労働基準協会　

☎0475-52-1061

前期危険物取扱者試験

受験者講習会

期日　５月13日㈮

場 所　茂原市東部台文化会館（茂原市

東部台1－7－15）

講 習時間　午前９時30分～午後４時

45分

申込方法　当日会場受付

受講料　3,600円

テキスト代　

　危険物取扱必携法令編　1,340円

　危険物取扱必携実務編　1,340円

　例題集乙種４類　　　　1,660円

※ 事前に購入された方は必要ありませ

ん。

問 合せ　山武郡市広域行政組合消防本

部　☎0475-52-8753

平成28年度

前期危険物取扱者試験

試験期日・試験会場　
６月12日㈰　日本大学実籾校舎（習

志野市）、館山総合高等学校（館山市）

６月19日㈰　清和大学・木更津総合

高等学校（木更津市）、国際武道大学

（勝浦市）、千葉科学大学（銚子市）

試験開始時間　午前10時

願 書配布場所　消防本部・消防署・分

署および出張所

願書受付期間　
≪電子申請≫４月１日㈮～19日㈫

　（24時間対応）

≪書面申請≫４月４日㈪～22日㈮

　（土・日を除く）

受験種類・手数料
・甲種　　　　5,000円

・乙種（各種）3,400円

・丙種　　　　2,700円

申込方法　郵送、直接持参および電子

申 請にてお願いします。

申込先　〒260-0843千葉市中央区

末広2-14-1　ワクボビル３階　（一

財）消防試験研究センター千葉県支

部 ☎043-268-0381　FAX 043-

268-0382

試験に関する問合せ　
山武郡市広域行政組合消防本部　

☎0475-52-8753

「腸をキレイにしたら
たった３週間で体の不
調がみるみる改善され
て 40 年来の便秘にサ
ヨナラできました！」

松本 明子◎著
（㈱アスコム）

　便秘、不眠症、更年
期障害、自律神経の乱
れ、花粉症、肌荒れな
ど腸をキレイにする
「腸活」で体の不調の7
割が解決されます!

「グローブはかせの
　世界遺産迷路の旅」

神山 ますみ◎著
（㈱学研教育出版）

　人気の世界遺産を舞
台に迷路や探し絵で遊
ぼう !遊びながら世界
遺産に関する知識も得
られる、一冊で二倍楽
しい迷路絵本。さあ、
君もグローブはかせと
一緒に世界遺産の旅へ
出発しよう!

「今日を限りに生きる。」

吉沢 久子◎著
（㈱さくら舎）

　これが「生き切る」
ということ。最後まで
全開で！独自の境地で
読者を魅了してきた吉
沢久子、待望の生き方
エッセイ。自身の決し
てブレない生き方・死
に方の根本にある思い
をみずみずしく明かす。

「そらまめくんの
　あたらしいベッド」

なかや みわ◎著・絵
（㈱小学館）

　今回はちょっぴり大
人になった「そらまめく
ん」の物語。ベッドを新
しくするために、『わた
のき』を探しにいく過程
で成長する「そらまめく
ん」にご注目ください!
　累計290万部突破の
人気シリーズ。

東金青年の家

春の里山で竹の子掘りをしよう

　竹の子堀りの体験をします（管理さ

れた農園ではありません）。

期日　４月24日㈰

時間　午前９時30分～正午

集合場所　東金文化会館臨時駐車場

対 象　児童を含む家族（１名での参加

申込みはできません）

定 員　100人（定員を超えた場合は

抽選となります）

参加費　１人300円（保険代）

申 込み方法　往復はがきに参加者全員

の名前、ふりがな、性別、年齢、生

年月日、住所、電話番号を記入のう

え、下記まで郵送してください。

申込み締切り　４月10日㈰必着

申 込み・問合せ　〒283-0805　東

金市松之郷270　千葉県立東金青

年の家　☎0475-54-1301

障害者差別相談

一人で悩んでいませんか？

日時　平日(午前９時～午後５時)

受付方法　専用電話などにて受付

相談・問合せ　山武健康福祉センター

　☎0475-54-3556（専用電話）

本の数だけ知恵がある
〈中央公民館〉

～図書室だより～
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暮らしの情報

募集
弓道教室参加者

未経験者も歓迎します

期間　４月17日㈰～５月15日㈰の毎

週日曜日（全５回）

時間　午後１時30分～３時30分（午

後１時集合）

場所　芝山町総合運動場内弓道場

参加資格　中学生以上※未成年者は、

保護者の同意が必要です。

申込み・問合せ　☎090-1042-543

5　西海　☎080-1063-6941  萩原

上級救命講習会（公募型）

大切な命を守るために　

　ＡＥＤを使用した心肺蘇生法を中心

に、傷病者の管理方法、異物除去法な

どの応急手当の知識・技術を習得して

みませんか。受講料無料。

期日　６月５日㈰

時間　午前９時～午後５時

講習場所　山武郡市広域行政組合消防

本部３階講堂

募集対象　13歳以上の方（先着40人）

申込み期間　５月９日㈪～20日㈮

申込み・問合せ　山武郡市広域行政組

合消防本部　☎0475-52-8752

メール　fd.keibou@sanbukouiki-chi

ba.jp

4月・5月のごみを出す日
▶可燃ごみ（毎週火・金曜）
▶資源／不燃／有害ごみ
　（毎月第１・３月曜）
　４月４・18日　５月２・16日

　 　回収が終わるまでに数日かかるこ

とがあります。

▶粗大ごみ（毎月２回・金曜日）
　４月８・22日　５月６・20日

　 　自宅回収は、上記の指定日のみ

で、ステッカーを貼ってください。

前日までに電話予約が必要です。

▶持込み
　土・日・祝日はできません。

地域安全ニュース

ワンサイクル・ツーロック！
〜自転車盗、オートバイ盗に
　　　　　　　　　注意しましょう〜

　自転車やオートバイの盗難が多発し

ています。被害に遭わないよう、次の

点に注意してください。

○駐車したら必ず鍵を掛ける
　 　被害に遭わないための第一歩は鍵

を掛けることです。自宅に駐車する

際も鍵を掛けましょう。

○ 基本施錠の他に鍵をもう一つ掛ける

　 　自転車ではワイヤー錠、オートバ

イではＵ字ロックなどツーロックを

しましょう。

○管理の行き届いた駐輪場を選ぶ
　 　路上駐車はやめ、決められた駐輪

場に停めましょう。照明が設置され

ている、防犯カメラが設置されてい

る、警備員が巡回しているなど管理

の行き届いた駐輪場を選びましょう。

○防犯登録をする
　 　自転車の防犯登録は、法律で義務

付けられています。被害に遭った場

合でも、発見しやすくなります。

▶4月の移動交番

４月の無料相談　　  お気軽にご相談ください

相談内容 日時・場所 問合せ

ふくし駆け込みテレホン 月曜日～金曜日　午前９時～午後５時 社会福祉協議会　☎78-0526

登記・法律・債務整理の
相談会　   ※要予約（７日まで）

４月９日㈯　旭市民会館　 午後１時～５時
千葉司法書士会八日市場支部の相談です

司法書士飯嶋事務所
☎0479-25-0567

人権相談 ４月12日㈫　福祉センター　午後1時30分～午後３時30分 総務課　☎77-3901

行政相談 ４月12日㈫　福祉センター　午後1時30分～午後３時30分 総務課　☎77-3901

障害年金の無料・
個別相談会 　　　　※要予約

４月19日㈫　成田商工会議所　午後１時30分～４時30分
社会保険労務士が受給要件・申請手続きについて説明します

NPO法人　みんなでサポートちば
☎043-301-2311

税理士の無料相談
 ※要予約(平日9時～正午)

４月20日㈬　午前10時～午後３時
税務支援センターの税理士による相談です

千葉県税理士会東金支部
(東金商工会館内) 
☎0475-50-6322

千葉北総地域若者サポート
ステーション無料相談会 

※要予約

４月25日㈪　小池共同利用施設　午後１時～５時  
若者の就労支援の相談会です

千葉北総地域若者
サポートステーション
☎0476-24-7880

弁護士無料法律相談 ※要予約
４月26日（火）　社会福祉協議会
午後１時30分～３時30分

社会福祉協議会　☎78-0526

山武警察署 ☎0475-82-0110

期　日 場　所 時　間

４月１日㈮ 空の駅
風和里しばやま

午前 10 時～
11 時 30 分

４月５日㈫ 道の駅
風和里しばやま

午後２時～
３時 30 分

４月８日㈮ 空の駅
風和里しばやま 午前 10 時～

11 時 30 分
４月11日㈪ 芝山町役場

４月12 日㈫ 道の駅
風和里しばやま 午後２時～

３時 30 分
４月14 日㈭ 福祉センター

「やすらぎの里」

４月15 日㈮ 空の駅
風和里しばやま

午前 10 時～
11 時 30 分

４月19 日㈫ 道の駅
風和里しばやま

午後２時～
３時 30 分

４月 22 日㈮ 空の駅
風和里しばやま 午前 10 時～

11 時 30 分
４月 25 日㈪ 芝山町役場

４月 26 日㈫ 道の駅
風和里しばやま 午後２時～

３時 30 分
４月 28 日㈭ 福祉センター

「やすらぎの里」

※ 気象状況や事件・事故発生によって、予定が変更になる
可能性があります。
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　石井　恒由	 加茂

　𠮷川　きゑ	 小池２

　鈴木　い	 上吹入

　諏訪　秀𠮷	 山中西

　山村　クニ	 山中西

　船河原ヨシ子	 新井田

　平山　みな	 中谷津

　　

　長女で照れやさんなル―

ちゃん。長男のこうくんは、

虫が大好き。二男のかいく

んは、お兄ちゃんのマネっ

こにはまってます。ときに

　好奇心旺盛で、いつもニコニコ元気
いっぱいの紗楽ちゃん。たくさんの幸
せをありがとう。これからも、元気いっ
ぱい笑顔いっぱいで、大好きなことを
たくさん見つけてね。

はにわ台東

佐々木　紗
さ ら

楽ちゃん（１歳）

４月下旬・５月上旬の保健事業　　  予防接種・健診等
場所　保健センター　☎ 77-1891〔＊印は福祉センター　★印は要申込〕

月 日 事業名 時間

4

月

18日（月）ことばの相談①（対象者 ことばの発達・発音 ･ どもるなど、
子どものことばのことで心配のある希望者）

10:10 ～（要予約）

19日（火）へるすあっぷ講座①
（対象者 30 ～ 69 歳）

10:00 ～ 11:30
（★）

21日（木）栄養料理教室けんこうクラブ①
（対象者 30 ～ 69 歳）

9:45 ～ 13:30
（★）

22日（金）乳がん検診①（マンモグラフィーのみ）
（40 ～ 49 歳・60 歳以上の女性）

（受付） 9:00～11:30
13:00～15:00

23日（土）乳がん検診②（超音波・マンモ）
（対象者は健康カレンダー参照）

（受付） 9:00～11:30
13:00～15:00

26日（火）子宮頸がん検診①
（対象者 20 歳以上の女性）

（受付） 9:00～11:30
13:00～15:00

5

月

7日（土）子宮頸がん検診②
（対象者 20 歳以上の女性）

（受付） 9:00～11:30
13:00～15:00

10日（火）へるすあっぷ講座②
（対象者 30 ～ 69 歳）

10:00 ～ 11:30
（★）

11日（水）乳がん検診②（超音波・マンモ）
（対象者は健康カレンダー参照）

（受付） 9:00～11:30
13:00～15:00

13日（金）栄養料理教室けんこうクラブ②
（対象者 30 ～ 69 歳）

9:45 ～ 13:30
（★）

町の人口と世帯数

まちのうごき

３月１日現在 前月比

人口　 男
　　　 女
合計
世帯

3,827 人
3,782 人
7,609 人
2,931 世帯

−  7 人　
−  2 人　
−  9 人　
−  3 世帯

月間航空機騒音測定結果（速報）
平成 28 年２月分

第二工業団地管理事務所	 Ａラン 76

Ａ滑走路先端	 Ａラン 76

芝山集会所	 Ａラン 70

谷平野岩澤宅	 Ａラン 70

小池共同利用施設	 Ａラン 70

竜ヶ塚集会所	 Ａラン 70

芝山町役場	 Ａラン 66

芝山小学校	 Ａラン 60

平行滑走路先端	 Ｂラン 73

菱田共同利用施設	 Ｂラン 62

菱田東公会堂	 Ｂラン 62

加茂公民館	 Ｂラン 62

千田（多古町）	 Ｂラン 62

辺田龍泉院	 谷間

国保診療所	 谷間

旧東小学校　	 谷間

上吹入集会所	 谷間

高谷共同利用施設	 谷間

中郷公会堂	 平行隣接

高田西部公民館	 区域外

牧野西部公民館	 区域外

騒音測定地点  区域  Lden Lden

66.7

72.5

62.3

59.7

63.3

59.4

58.6

56.1

70.6

58.6

56.0

60.5

58.1

57.2

57.5

56.7

57.2

56.8

53.9

51.3

50.1

※ 2月1日〜2月末日受理分。この欄への掲載を
望まない方は、届出のときに、係に申し出てください。

　ご冥福をお祈りいたします

　お誕生おめでとう

　茉
ま ゆ

優	 松本　　修	 宝馬

地区赤ちゃん名 保護者

　吉岡　たみ	 　大台南

　土屋　　隆	 　大台宿

　小川　義夫	 　菱田東

　井口　好治	 　中谷津

　長谷川菊江	 　谷平野

　木川　才司	 　宝馬

　鈴木　せつ	 　山中東

氏名 地区

※ 専門以外の時は診療できない場合があります。
※ 正午から午後１時まではお昼休みです。（緊急の場合はこの限りではありません。）
※ 当番医は、都合により変更になる場合があります。「休日当番医テレホンサービス」でご確認ください。

休日当番医    　　休日当番医テレホンガイド　☎ 0475-50-2531

夜間急病診療所（東金）　　　☎ 0475-50-2511 年中無休　午後 8 時〜 11 時
休日救急歯科診療所（東金）　☎ 0475-50-2512 休日のみ　午前 9 時〜正午

月 日 一次（東金・大網・九十九里） 一次（山武・横芝光・芝山）

4 月

3日 城西クリニック（東金） 宇井医院（山武）

☎ 0475-52-8181 ☎ 0475-86-2522

10日 佐藤医院（東金） 京葉内科クリニック（山武）

☎ 0475-58-2056 ☎ 0475-82-2400

17日 秋葉医院（東金） 明海クリニック（山武）

☎ 0475-52-2039 ☎ 0475-80-5355

24日 ふるがき糖尿病内科医院（東金） 日向台クリニック（山武）

☎ 0475-52-7022 ☎ 0475-88-1491

29日 はっとり内科クリニック（東金） 岩崎医院（山武）

☎ 0475-71-3190 ☎ 0479-86-2217

5 月

1日 天野内科クリニック（東金） 睦岡クリニック（山武）

☎ 0475-55-3986 ☎ 0475-80-8001

3日 橋本医院（大網白里） 小髙医院（横芝光）
☎ 0475-72-0134 ☎ 0479-82-6368

4日 はにや内科（大網白里） 鈴木医院（山武）

☎ 0475-70-1500 ☎ 0475-89-1002

5日 不動堂クリニック（九十九里） あきば伝統医学クリニック（山武）

☎ 0475-76-7737 ☎ 0475-86-3711

8日 東金たまクリニック（東金） 大平医院（山武）

☎ 0475-50-9720 ☎ 0479-86-6012

15日 ますほ内科クリニック（大網白里） 吉田クリニック（山武）

☎ 0475-70-8800 ☎ 0475-82-0481
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夜
で
も
休
日
で
も
、
広
報
担
当
者

が
直
接
取
材
に
出
向
き
ま
す
。
現
場

の
雰
囲
気
を
�
肌
�
で
感
じ
、
そ
の

感
じ
た
ま
ま
を
記
事
に
す
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
取
材
現
場
で
出

会
っ
た
ら
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
！

　
広
報
担
当
者
は
一
人
で
カ
メ
ラ
マ

ン
、
ラ
イ
タ
ー
、
編
集
者
の
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
現
場
で

広報って
どうつくるの？

　
昭
和
47
年
、
産
声
を
あ
げ
誕
生
し

た
「
広
報
し
ば
や
ま
」
。
創
刊
か
ら

44
年
を
迎
え
た
今
号
で
５
０
０
号
を

数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
制
作
過
程
を
紹
介
し
ま
す
。

空
港
と
広
報
紙

　
建
設
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
50
年
の
節
目
を
迎
え
る
成
田
国

際
空
港
。
こ
の
空
港
建
設
を
め
ぐ
り
、

町
中
が
揺
れ
て
い
た
昭
和
47
年
6
月
、

広
報
し
ば
や
ま
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

当
時
の
手
島
孝
一
町
長
は
町
の
現
状

を
憂
い
、
「
町
民
全
員
に
町
の
考
え
、

町
の
状
況
を
正
確
に
伝
え
、
理
解
し

て
も
ら
う
に
は
広
報
紙
し
か
な
い
」

と
決
断
し
、
記
念
す
べ
き
第
1
号
を

創
刊
し
ま
し
た
。

　
手
島
町
長
み
ず
か
ら
筆
を
取
り
、

担
当
者
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ

た
創
刊
号
は
Ｂ
５
版
の
８
ペ
ー
ジ
で
、

活
字
を
組
み
合
わ
せ
て
版
を
作
る

「
活
版
印
刷
」
で
印
刷
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
不
定
期
な
発

行
が
続
き
、
緊
急
な
重
要
案
件
が
あ

れ
ば
臨
時
号
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
よ
う
に
定
期
的
な
発
行

と
な
っ
た
の
は
昭
和
52
年
5
月
発
行

の
第
34
号
か
ら
。
そ
の
後
は
毎
月
休

む
こ
と
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
情

報
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

企
画
・
情
報
収
集

Step1

取
　
材

Step2

編
　
集

Step3 広
報
し
ば
や
ま
が

で
き
る
ま
で

広報しばやまはおかげさまで広報しばやまはおかげさまで

号号
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仕
入
れ
た
情
報
を
元
に
文
章
を
練

り
、
撮
影
し
た
写
真
を
ど
う
配
置
す

る
か
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
ま
す
。
こ

の
作
業
が
一
番
地
味
で
大
変
で
す
…
。

　
編
集
し
た
も
の
を
印
刷
業
者
に
渡

す
こ
と
を
「
入
稿
」、
印
刷
業
者
が

作
成
し
た
仮
刷
り
を
確
認
し
て
修
正

す
る
こ
と
を
「
校
正
」
と
い
い
ま
す
。

間
違
い
が
な
い
よ
う
、
広
報
担
当
者

２
名
で
隅
か
ら
隅
ま
で
チ
�
ッ
ク
し

ま
す
。

　
印
刷
業
者
で
２
６
０
０
部
印
刷
さ

れ
た
後
、
町
福
祉
作
業
者
の
皆
さ
ん

の
手
に
よ
っ
て
区
ご
と
に
梱
包
さ
れ

ま
す
。

　
毎
月
１
日
（
土
日
の
場
合
は
直
前

の
金
曜
日
）
に

納
品
さ
れ
、
そ

の
日
の
う
ち
に

各
区
長
さ
ん
へ

届
け
、
各
家
庭

へ
の
配
布
を
お

願
い
し
ま
す
。

創刊号（昭和 47 年 6 月 20 日）

ページ数：8 頁

第 105 号（昭和 58 年 4 月10 日）

ページ数：16 頁

第 333 号（平成 14 年 5 月1日）

ページ数：26 頁

第 388 号（平成 18 年 12 月1日）

ページ数：40 頁

記念すべき創刊号の名称

は「芝山町報」。成田空港の

開港を間近に控え、航空機

騒音に不安を持つ町民への

情報提供や、急ピッチで進

む騒音対策事業などの様子

を、大きな枠で取り上げてい

ました。

この号から名称が現在と同じ「広

報しばやま」に。見開きで昭和

58 年度予算について取り上げ、一

般会計予算は 19 億 1472 万円、

町民一人当たりの支出額は 23 万

578 円とあります。8 ～ 9 ページの

今年度予算と比べるとその違いに

ビックリ。

第 260 号から 2 色印刷になった広

報が、ついにフルカラーになりまし

た。特集として「新世紀　飛躍する

芝山」と題し、オープン間近の芝

山鉄道や第一クリーンセンターを取

り上げて、未来に向けて変ぼうして

いく芝山町を描き出しました。

22 ページもの紙面で成田空港

建設の歴史について特集を組

んだ「特集　大地と大空」を

掲載。今号は全国広報コンクー

ルにおいて 1 席に入選し、「広

報しばやま」の名を全国に押

し上げました。

広報しばやまの歴史

第 440 号（平成 23 年 4 月1日）

ページ数：28 頁

東日本大震災の直後に発

行された今号から、表紙

が現在と同じものに変わり

ました。紙面は中学校卒

業式の様子や震災時の町

内の被害状況が掲載され

ました。

そして第 600 号に向かって…
　空港建設に町が揺れていた時期、町の状況を

的確に町民へ伝えるためにスタートした芝山町

の広報紙。これからも創刊時の理念を忘れず、

町民の皆さんは何を知りたいのか、何を伝えれ

ばいいのか考え試行錯誤し、皆さんに愛される

広報を目標に 8 年 4 ヵ月後の第 600 号へ向かっ

て歩いていきます。

入
稿
・
校
正

Step4

印
刷
・
仕
分
け

Step5

納
　
品

Finish!


